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（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

無機材料は光・電・熱に高度に機能し、耐久性にも優れているが、微細なナノ構造体を作るこ

とは難しい。しかし、バイオシリカと呼ばれる単細胞生物は、ナノからマイクロスケールの複雑

で精巧な細胞壁をシリカで構築している。本研究プロジェクトの金教授は、そのシリカ構築法

に着目し、高分子結晶会合体の構造を転写して無機物のナノ構造を制御する体系化技術を

世界で初めて確立した。一方、有機高分子では、本研究プロジェクトの横澤教授は、光電子

材料全般に欠かせないπ共役系高分子や芳香族ポリアミドを分子量や高分子末端を制御し

て合成する技術を世界に先駆けて開発した。本研究では、この二つの独創的技術を両輪と

し、それらが高度に融合してなる次世代機能材料の開発を目指す。本研究での無機物ナノ構

造体と構造制御された芳香族高分子が自己組織化的に融合するプロセスは、従来のハイブ

リッド概念を大きく変え、構造全体に秩序界面が集積された斬新な融合材料を創出する。具

体的には次の２つの研究テーマに分けて研究を遂行する。（１）無機ナノコーティング高機能

性材料の創製、および（２）無機ナノ構造体－有機高分子自己組織化材料の創製、である。

本研究で構成される個々の課題は、健康・快適・持続といった社会基盤に欠かせない不斉合

成、再生エネルギー、グリーンケミストリー、次世代高感度センサー、高周波数対応材料開発

に貢献するものである。 

 １～２年目は、テーマ（１）では無機ナノコーティングするテンプレートおよび機能物質の開発

をする。テーマ（２）では有機高分子の合成と無機物ナノ構造体との自己組織化材料を開発

する。２～３年目にかけては、テーマ（１）ではナノ構造シリカ表面を構築し、機能物質の導入

を行う。テーマ（２）では無機物と親和性の高い官能基を導入した有機高分子と無機物ナノ構

造体との自己組織化材料を開発する。３～４年目は、テーマ（１）では無機ナノコーティング機

能性材料のその機能を検証する。テーマ（２）ではナノ無機物－有機高分子自己組織化材料

の機能評価をする。そして学外研究者を加えた両テーマに対する総合的な研究評価を行い、

ナノ構造制御された無機物を用いる高機能性材料の創製のための道筋を確定する。４～５

年目に両テーマの機能性材料の応用展開を図り、健康・快適・持続といった社会基盤に欠か

せない高性能材料の開発によって全研究をまとめ上げる。 

（２）研究組織 

研究代表者は総括責任者して、運営委員会を開催し、各研究者の研究テーマの討論会、予

算配分、外部講師の講演会（国際会議を含む）やＰＤ・ＲＡの成果報告会、年度末報告会と報

告書の作成等について審議し、決定していく。役割分担は、サブリーダーが金教授、運営委

員は、横澤、金、山口、岡本教授、企画広報担当は岡本、木原教授、報告書担当は池原教

授、講演会担当は亀山教授としている。 

研究プロジェクトに参加する研究者の人数は、テーマ（１）は金教授をリーダーとして、学内

６名（工学部・研究科４名と理学部・研究科２名）と学外２名の研究者、テーマ（２）は横澤教授

をリーダーとして、学内４名（工学部・研究科３名と理学部・研究科１名）と学外３名の研究者

である。 

 ＰＤとＲＡの各年度の人数は次に示すとおりであり、プロジェクト遂行に大いに貢献してお

り、それぞれＰＤとＲＡの報告会を行っている。平成 25 年度ＰＤ3 名、ＲＡ７名、平成 26 年度Ｐ

Ｄ６名、ＲＡ９名、平成 27 年度ＰＤ７名、ＲＡ８名、平成 28 年度ＰＤ６名、ＲＡ８名、平成 29 年度

ＰＤ６名、ＲＡ９名。 

 各研究者は一堂に会して、キックオフミーティング、討論会（ＲＡ研究報告）、国際会議、講

演会、ＰＤ報告会、年度末報告会において研究討論を行い、活発に連携して研究を遂行して

いる。また、本学事務局の研究支援部・研究支援課が本プロジェクトの予算の執行や事務的

な取扱いについて多大に支援している。 

（３）研究施設・設備等 
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工学部・研究科は横浜キャンパス 23 号館の６つの研究室（104.7 ㎡ × 6 = 628 ㎡）、理学

部・研究科は平塚キャンパス 6 号館の 3 つの研究室（88 ㎡ X 3 = 264 ㎡）と測定機器類が

設置されているハイテクリサーチセンター棟（580 ㎡）で研究を行っている。各研究室では本

プロジェクトの研究者（大学院生、ＲＡ、ＰＤ）を含み 15～20 名で使用している。 

 本プロジェクトで購入した装置・設備及び利用時間は以下のとおりである。 

X 線光電子分析装置(XPS)（20 時間/週）、レーザーマトリックス飛行時間型質量分析装置

（8.5 時間/週）、熱機械測定装置（1-2 時間/週）、示差走査熱量計（ＤＳＣ）（72 時間/週）、高

性能グローブボックス（3時間/週）、ゲル濾過・多角光散乱分子量測定装置（24時間/週）、振

動円二色性分光器（3-4 時間/週）。 

 また、本プロジェクト以前に整備された主な装置としては 600 MHz 核磁気共鳴装置（23 時

間/週）がある。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

テーマ（１）「無機ナノコーティング高機能性材料の創製」 

 本プロジェクトにおける「無機ナノコーティング機能材料の創出」では、基本的に有機系高分

子を引き金とし、それに誘発されてなる無機ナノ材料の設計と機能を目指すシナリオである。

従って、引き金となる有機高分子であるポリエチレンイミン（PEI）の分子シリーズを反映する

分子ライブラリの構築はシナリオの前提条件である。その分子ライブラリからの様々な分子

情報を基に、それらの分子集合体を引き出し、その集合体をメディエータに、無機系のナノ構

造体、キラル構造体を効率的に設計することができる。言い換えれば、PEI 分子ライブなしに

無機ナノコーティングはありえない。 

１．トポロジーに特化した PEI 分子ライブラリ。通常のリニア PEI から無機ナノ材料への繋がり

を拡張的に発展させるため、クシ構造系の枝鎖にPEIブロックを有する特殊構造クシ型ポリマ

ー、PEI のクシブロックにポリスチレン(PSt)、ポリ t-ブチルメタクリレート(PtBMA)、ポリ N-イソ

プロピルアクリルアミド(PNIPA)をハンドルにした歯ブラシ型ポリマー、サブ５μm 粒径の微粒

子の枝として PEI がぶら下がったμ−PEI など一連の PEI 系ポリマーを合成した（*3, 6, 9, 12, 

13, 16-24, 26, 29-31, 33, 37,42, 45, 50, 55-58, 62, 75, 78, 79）。 

２．PEI 系ポリマーの自己組織化及びナノオブジェ。上記トポロジー系 PEI 高分子をミセル、ベ

シクル、ファイバーへと自己組織化し、その自己組織体の PEI 部分を架橋化させ、半永久構

造の二重層ベシクル、熱応答性クラゲ、ｐH 応答性カップセルなどを構築した（*16-24）。 

３．PEI の組織化構造から無機ナノ構造体の転写。種々の PEI 系構造体を触媒的鋳型として

用い、複雑な構造を有するシリカ、シリカ/金属酸化物、シリカ/ナノ金属が複合したナノ材料

の合成法を確立した(*3, 6, 9, 12-24, 26, 29-31, 33, 37, 42, 45, 50, 55-58, 62, 75, 78, 79)。 

４．PEI をベースに無機構造体へのキラル転写系を確立。PEI と酒石酸との自己組織体のキ

ラル情報をシリカ、酸化チタンへ直接転写する仕組みを完成した。キラルシリカをマグネシウ

ムでシリコンへ還元し、Si 結晶体にキラリティを維持できることを見出した。酸化チタンでは、

初期のアモルファス状態でのキラリティが高温相変換後の結晶体でも発現できることを確認

した。キラル酸化チタンの光触媒機能はアキラル酸化チタンより高く、不斉欠陥が触媒活性

点として機能する可能性を示した（*1, 8, 28, 54, 60, 68, 71, 82, 85）。 

５．キラルシリカをキラル転写ハブとしての応用仕組みの確立。PEI/酒石酸からシリカへのキ

ラル転写では酒石酸キラル分子がアルコキシシランの加水分解縮合に関わることにより達成

する。驚くことに、得られたキラルシリカから、キラル情報を金属酸化物、ナノ金属、有機系高

分子へと転写できることを見出した。これらは、分子の関与ではなく、空間経由のキラル転写

である。一旦キラルシリカをマトリックスとして用いることで、その上で生成する固体生成物に

はキラリティが顕著に転写できる。まさしく、シリカはキラル転写のハブとして機能する(*2, 4, 

7, 10, 11, 23, 25, 27, 32, 35, 43, 48, 53, 61, 66, 69, 73, 74)。 

６．らせん藻類であるスピルリナをテンプレートに用い、その表面にて、銅、クロムなどを無電
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解めっきすることにより、左巻きの金属マイクロコイルの量産プロセスを開発した。さらに、得

られたキラルの金属マイクロコイルを高分子シートに配列固定するハイブリッド膜作製方法を

確立し、ハイブリッド膜中マイクロコイルの向きを変えることで、テラヘルツ帯電磁波への応答

性を制御し、巨大円偏光二色性を発現させることに成功した(*98)。 

７．分離機能を有する無機ナノコーティング剤として、種々のポリシラノールやシランポリカテ

コレート誘導体を合成した。テトラシラノール Si(C6H4SiiPr2OH)4 と Ti(NMe2)4 や SiCl4 の反応で

は 少 量 な が ら N2 や H2 を 吸 蔵 す る 細 孔 性 物 質 が 生 成 し た 。 ト リ シ ラ ノ ー ル

PhSi(C6H4SiiPr2OH)3、1,3,5-トリエチルベンゼンのトリシラノール 1,2,3-Et3C6H3(CH2SiR2OH)3 と

カリックス[4]アレーンのテトラシラノールについては、結晶中における H2O および溶液中にお

いてハロゲン化物イオンを選択的に内包した(*99-104)。 

８．有機・無機ハイブリッド細孔材料として、アルコキシランとポリカテコールから大環状および

かご型シランポリカテコラート四量体を動的共有結合化学（DCC)を利用して定量的に合成し

た。シランポリカテコラートはいずれも約 10-15Åの細孔を有し、さらに五配位ケイ素によるア

ニオン電荷を複数有するために、種々のアンモニウムカチオンを取り込み内包させることがで

きることを明らかにした（*105, 106）。 

９．無機物表面の感光性表面修飾剤として、第 1 世代から第 3 世代までの 3 つのタイプの化

合物を合成し、エレクトロニクス材料、細胞培養基板などへの応用を目指した研究を行った。

第１世代は、官能基を光分解性の 2-ニトロベンジル誘導体として保護したシランカップリング

剤であり、第 2 世代は、光分解性の 2-ニトロベンジル構造で連結されたアミノ基などと反応す

る活性エステルを持つシランカップリング剤である。第 3 世代は、2-ニトロベンジル構造で連

結された両末端に異なる反応性を示す構造を有するカップリング剤であり、片方の反応性基

を無機表面に導入した官能基と反応させるものである。 
エレクトロニクス材料としては、第 1 世代のカップリング剤を用いて、フォトマスクを用いた光

照射により、線幅数 µm 程度のカルボン酸、アミンのパターニングに成功した。このパターン

を用いて銀ナノインクや有機半導体の選択的塗布を実現した。しかし、プリンタブルエレクトロ

ニクスへ応用するには、感光性材料の感度や解像度を向上する必要がある。細胞培養基板

としては、第 2，3 世代のカップリング剤を用いた一細胞のパターニングが可能となり、その細

胞パターンも 2 週間程度保持できることが分かった。一細胞の大きさが数 10 µm なので、現

材料の感度で十分である。この材料をカバーガラスにコーティングしたガラスボトムディッシュ

は、企業との共同研究によって製品化の可能性が大きくなった。 
１０．円偏光発光特性などを解析するために、固体粉末及び液体試料の計測が可能な分光

計測装置を構築した（*107-109）。 

 

テーマ（２）「無機ナノ構造体－有機高分子自己組織化材料の創製」 

 まずは無機物と反応または親和性の高い官能基を導入した有機高分子を合成した。 

１．オキシエチレン側鎖ポリチオフェンを合成し、このポリマーがキラルナノシリカ表面に配列

し、ポリチオフェン吸収領域に誘起ＣＤが観察された。アルキル側鎖を持つポリチオフェンで

はこの現象はほとんど見られなかった（*110）。 

２．シリカ表面と反応する (MeO)3Si 基を片末端に持つ芳香族ポリアミドを合成し、シリカ微粒

子を修飾することができた（*111）。これまで耐熱性の低い汎用ポリマーによる修飾シリカは

作られていたが、耐熱性の高い芳香族ポリマーによる修飾はほとんど行われていない。芳香

族ポリマーと相溶性の高い芳香族エンジニアリングプラスチックへ今回合成した修飾シリカを

添加することによって耐熱性や耐高周波特性の向上が期待できる。 

３．ガラスや金属に対して接着性の高いヒドラジンアミド結合を持つエポキシ樹脂やビニルポ

リマー架橋体を合成した。これらのポリマーは無機物に対して高い接着性を示すが、次亜塩

素酸ナトリウム水溶液で酸化すると、解架橋が起き、接着したものを容易に剥がせる特長を



（様式 2） 
 

法人番号 141002 
プロジェクト番号 S1311032 

 
持つ（*112-130）。 

４．Ｎ上をスルフェニルエチル化したジアシルヒドラジンは酸化分解性を保ったまま水素結合

を除去できることを明らかにした(*131-153)。 

５．ジアシルヒドラジンを架橋部位とするポリアクリル酸ナトリウムは高吸水性ポリマーとして

優れた性質を示し、酸化分解により可溶化した(*131-153)。 

６．ジアシルヒドラジン構造を持つシランカップリング剤で修飾された有機—無機ハイブリッドシ

リカゲルを 得た。その酸化分解により、カルボン酸で修飾さ れたシリ カゲルを 得た

(*131-153)。 

７．かご型シルセスキオキサン(POSS)骨格の反応を利用した材料開発として、側鎖にフェニ

ル置換 POSS 構造を有するメタクリレートホモポリマーを合成し、フッ化物イオン(F－)と水が存

在する系で動的な架橋/解架橋が起こることを明らかにした（*155, 159-163）。 

 次に自己組織化に基づくナノ無機物－有機高分子融合材料の開発を検討した。 

８．新規含テルルポリマーの合成を目的に、フリーデルクラフツ反応を利用した TeCl4 と芳香

族化合物類との縮合反応による含テルルポリマーの合成とその物理的特性を評価検討した

（*168-170）。さらに、ビス(4-ヒドロキシフェニル）テルリウムジクロライド (HPT)を出発原料に

した含テルルポリマー類(ポリエステル,ポリカーボネート,ポリウレタン)の合成と、それらの物

理的特性を評価検討した。その結果、直鎖および分岐構造を有する含テルルポリマーの一

般的な合成法を確立し、合成したポリマー類の基本的な物理的特性（耐熱性、溶解性、成膜

性）を明らかにした。さらに、テルルは極端紫外線(EUV) の吸収が高いことから、EUV 露光

用レジスト材料として高感度化が期待できる。そこで、含テルル低分子化合物や含テルルポ

リマーの物理的特性やレジスト特性について検討し、次世代高解像性レジスト材料への応用

展開について検討した（*164-167）。 

９．無機微粒子と高分子の複合材料のモデル系として、主に下記の(i)～(iii)に関する研究を

行い、無機物質と高分子物質間の相互作用、および、それに起因する構造形成や物性を基

礎的な観点から研究した。(i) 基板上の薄膜とバルクにおける球晶成長速度を比較すること

による相互作用の検討を行った。膜厚が約 100 nm 以上の結晶性高分子の薄膜における結

晶化速度は、薄膜にすることの影響を受けにくいのに対し、成長面での二次核生成頻度と二

次核成長速度の大小関係で定まる結晶化様式は、膜厚や分子量の影響を受けやすいことが

明らかになった。膜厚を薄くすると高分子鎖の結晶成長面への拡散が遅くなって二次核成長

速度が低下するのに対し、二次核生成頻度は低下しにくいからだと考えられる。(ii) 基板にグ

ラフトした結晶性高分子が形成する形態を明らかにし、空気に露出した板状結晶の表面自由

エネルギーを議論した (*168-173)。結晶性高分子を基板表面にグラフトした系(ポリマーブラ

シ)における樹状結晶のモルフォロジー関して、結晶化温度や膜厚（グラフト密度）の影響を系

統的に探索した。またラメラ晶の厚さの温度依存性から、グラフト鎖の平衡融点がバルクの

場合よりも高く、このことから融解したときのグラフト分子鎖がバルクの場合よりも伸びている

ことを示した。またラメラ晶の表面自由エネルギーを評価し、結晶と空気との接触エネルギー

を考慮することで説明可能であることを示した。(iii)バンド球晶を核剤から核生成させたとき、

ラメラ晶ねじれの向き（キラリティ）を核剤により制御可能なことを示した。その際、確実に核剤

から核生成した球晶のみを観察するための試料作成条件と方法を明らかにして研究を行っ

た。 

１０．ポリ(3-ヘキシルチオフェン) （P3HT）とポリオキサゾリンとのブロック共重合体を合成し

（*174, 176, 177）、これを加水分解してポリエチレンイミン（PEI）とのブロック共重合体に変換

した。両ブロック共重合体ともメタノール中でミセルが形成され、これにテトラメトキシシラン

（TMOS）を加えるとミセル外側がシリカ化されたナノ微粒子を得ることができた(*175)。シリカ

微粒子内の P3HT は、ポリオキサゾリンとのブロック共重合体では分子間でπスタックし、ポリ

オキサゾリンとのブロック共重合体ではπスタックしないで凝集していることが明らかになっ
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た。 

１１．ハイパーブランチポリアミドと PEI とのブロック共重合体を合成し、これを自己組織化させ

た後に TMOS でシリカ化させると特異な構造を持つシリカ複合体が得られた (*178-180)。 

１２．一成分として側鎖にフェニル置換 POSS 構造を有するランダムコポリマーで構成される

ブロックコポリマーを合成し、動的架橋と自己組織化を利用し、POSS 部分が架橋されたシリ

ンダー構造を含むユニークな相分離構造が形成されることを明らかにした（*154, 157） 

１３．置換基としてフェニル基を有する POSS 部分を側鎖に有するランダムコポリマーが適当

な分子構造の場合、バルクで POSS ナノシート構造が形成されることを見出し、分子構造と相

分離構造形成における相関関係を明らかにした（*158）。 

１４．側鎖 POSS 部分を有するランダムコポリマーの THF 溶液に対してフッ化物イオンを作用

させると、架橋剤なしでも POSS かご構造の動的組換えによるゲル化が容易に起こることを

偶然見出し、ランダムコポリマー溶液中のゲル化の一般性を明らかにした(*156)。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

１．本研究で開発したキラルナノシリカは不斉源として広範に応用できる。代表例として、円偏

光発光(CPL)への機能である。キラルシリカに有機または無機発光体を物理吸着にて複合す

るだけで、発光体はアキラルであっても、キラルシリカの誘発により、顕著な円偏光発光機能

を発現する(*2, 47, 52, 59, 65, 70)。これは今までの有機系 CPL に比べて遥かに優位性を示

す。また、キラルシリカとポリマーからなる複合体は低分子ラセミ体の分割に利用できる。 

２．キラルナノシリカを不斉源として行った Diels-Alder 反応およびアゾメチンイリドの[2+3]型

環化付加反応では，不斉誘起は極めて微弱であったが，キラルナノシリカ担持 Ag 触媒が極

めて高活性であり，相対立体選択性に優れていることが明らかになった(*181)。 

３．ポリシラノールの分離機能材料の基礎物性として、1,3,5-トリエチルベンゼンのトリシラノー

ル 1,2,3-Et3C6H3(CH2SiR2OH)3 の溶液中のアニオン内包について検討したところ、会合定数が

6829 M-1 という高い選択性を示した(*99-104)。 

４．動的共有結合とみなせる反応ではじめて大環状およびかご状ポリシランカテコレートを定

量的に合成し、10-15Åの細孔とアニオン電荷を有する構造から、種々のアンモニウムカチオ

ンを取り込むことを明らかにした。イオン交換性の新しい分離材料として期待できる（*105, 

106）。 

５．第１世代のカップリング剤を用いて、フォトマスクを用いた光照射によりカルボン酸、アミン

のパターン形成により、有機薄膜トランジスタ作製の基盤技術の開発を行った。感光性カップ

リング剤の 2-ニトロベンジル誘導体のベンジル位の置換基を種々検討することにより、嵩高

い置換基を用いると光分解反応の感度が向上することを明らかにした（*187）。アミンをカル

バマート型で保護したカップリング剤を用いたフォトパターニングにより、銀ナノ粒子の選択的

塗布に成功した（*183）。また、有機半導体構造のパターニングにも成功した（*185）。 

６．第２、３世代のカップリング剤を用いた細胞培養基板の調製法を検討し、学外研究者（物

質・材料研究機構、中西淳）との共同研究により、細胞パターンの維持能の向上、これら基板

を用いて細胞移動挙動を解析し（*189）、また薬剤スクリーニング用プラットフォームの開発を

行った（*188）。さらに、柔らかいゲル基板上で細胞接着性を光制御する方法を開発した。こ

の基板上でパターン化された細胞は、基板の固さとクラスターの形状に依存して、特有な集

団移動特性を示した（*182）。 

７．円偏光発光特性の測定には高価な PEM を用いるのが一般的であるが、本研究では２桁

近く安価な、波長板と偏光子を用いて測定系を構築した。古典的な偏光測定系に、半波長板

を挿入し、この半波長板の回転に伴って変化する成分として直線偏光成分を積極的に検出/

除去することで、誤差消去策を実装し、円偏光相対強度１×１０−３のオーダーまで測定可能な

反射型装置を構築した。 
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８．結晶性のポリマーブラシにおいて、結晶化条件やグラフト密度等の変化により生じる多彩

な構造形成を系統的に明らかにしたこと、および、ラメラ晶が空気と接触していることから、ラ

メラ晶の表面自由エネルギーを説明可能であることを示したこと。バンド球晶のラメラ晶のキ

ラリティを核剤で制御可能であることを明らかにしたこと。 

９．P3HT をシリカ微粒子内に閉じ込める事ができ、しかも P3HT が分子間スタックしているも

のとしていないものを作り分けることができた(*175)。 

１０．PEI とハイパーブランチポリアミドのブロック共重合体の自己組織体から特異な構造を

有するシリカ複合体を得ることができた(*178-180)。 

１１．ポリアミド、ポリイミド、架橋体など、高強度材料を、酸化剤によって容易に分解できるよ

うになった。このような高強度材料をマトリックスとして、炭素繊維などの無機材料との複合材

料を得た。マトリックスを酸化分解することで無機材料部分を取りだすことができた。 

１２．適当な条件を設定することにより、これまで化学的に安定であると考えられていたポリマ

ー側鎖での POSS の可逆的なかご組換え反応の一般性を明らかにし、架橋反応としての有

用性を明らかにした。 

１３．側鎖 POSS 含有ランダムコポリマーの相分離構造における POSS の凝集性、およびポリ

マーの一次構造の相関関係を明らかにした。 

１４．直鎖および多分岐構造を有する含テルルポリマーの合成法を確立させ、合成したポリマ

ー類は、優れた溶解性、成膜性、および耐熱性を有することを明らかにした。含テルル化合

物は、高解像性 EUV レジスト材料として応用可能であることが判明し、実用化に向けて検討

を始めた。 

 

＜課題となった点＞ 

１．当初計画したキラル固体材料及に発光サイトを組み合わせたにエネルギー逆流系による

アップコンバージョンキラル発光については、装置関連で検討できなかった。 

２．キラルナノシリカを不斉源として行った有機亜鉛のアルデヒドヘの付加反応，Diels-Alder

反応およびアゾメチンイリドの[2+3]型環化付加反応では，不斉誘起は極めて微弱であり，低

分子有機反応には適していない事が示唆された。 

３．ポリシラノールについては、その不安定性をいかに制御するかが課題となる。現在ケイ素

上の置換基の大きさで安定性を確保しているが、最近ではたとえ小さなメチル基の置換基で

も、結晶中で強固な水素結合をするものは、結晶個体で安定であることを見出している。シラ

ンポリカテコレートの細孔材料として、ガス吸蔵や分離に応用するには、大環状化合物につ９

いては、チューブ状に配列制御し、さらにかご状化合物については、対カチオンによる細孔の

閉塞をいかに回避するかが課題となっている。 

４．感光性表面修飾剤をエレクトロニクス材料として実用化を目指すためには、パターニング

の際の感度、解像度の向上が必要である。 
５．結晶性高分子のポリマーブラシに関しては、グラフト密度をより広く変化させて検討する必

要がある。またグラフト鎖の分子量と分子量分布の制御も今後の課題として残っている。ラメ

ラ晶のねじれに対する核剤の影響については、核剤に含まれる有機物の影響も検証する必

要がある。 

６．ジアシルヒドラジンの強い水素結合のため、酸化分解性ポリマーの物性が制限されるこ

と。酸化分解に次亜塩素酸ナトリウムを必要とすること。 

７．側鎖に POSS 部分を有するメタクリレートコポリマーを熱アニーリングした後、透過型電子

顕微鏡（TEM）測定用の薄膜を作成する場合、POSS 部分の組成が多く、POSS ナノシート構

造が形成されていると考えられた試料ではミクロトームの刃で POSS 凝集部分が崩れてしま

い、凝集構造の大きさを正確に評価することが困難であった。 
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＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

毎年度末に 1 年間の研究成果報告会をすべての研究者が出席して行い、1年間の研究成

果とともに各研究者の次年度に向けての研究内容の改善や計画について真摯な議論を

行った。また、各研究者の年度末報告書と、報告した論文と学会予稿集を 1冊の報告書

に毎年度まとめた。この報告書には各研究者の発表論文、学会発表、招待講演などの件

数をまとめて一覧表にした研究活動報告を掲載している。これによると、各研究者とも

研究開始初年度から毎年度着実に論文数や学会発表数が増加しており、特に研究費の傾

斜配分をする必要はなかった。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

研究を開始して第３年度末の平成 28 年 2 月 29 日に外部評価委員として、東京大学大学院・

加藤隆史 教授、九州大学大学院・君塚信夫 教授、早稲田大学・黒田一幸 教授を迎えて、

本プロジェクトの全研究者がこれまでの成果を発表し、中間評価を行ってもらった。その結

果、３人の評価委員いずれからも Ａ の判定をいただいた。評価委員から頂いた多くのコメン

トは、本プロジェクトの各研究者に通知し、研究内容の改善に役立てた。 
 

＜研究期間終了後の展望＞ 

１．本研究での無機系キラルナノ材料は今後キラルセンシング、円偏光発光材料、不斉触

媒、光学分割への展開が期待される。 

２．ポリシランカテコレートの細孔を気体吸蔵と分離に応用すべく、さらになる研究を継続して

いる。 

３．感光性表面修飾剤をエレクトロニクス材料としての実用化、および細胞培養基板の製品

化が期待される。 
４．無水条件で、次亜塩素酸ナトリウムを用いなくても酸化分解するポリマーの開発。特に、

酸素酸化触媒の開発。生理的に次亜塩素酸の発生するストレス条件での酸化反応による

DDS への展開。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

１．アルコキシランは表面処理材として産業界で広く使用され、現在は金属ケイ素とアルコー

ルから高温の気相または液相法で工業的に製造されている。資源・環境負荷低減の製造法

として金属ケイ素にかわりシリカを原料とした製造法が探索されている。ポリシランカテコレー

トの研究課題に関連して、ポリカテコール類とシリカ源との反応を見出し、企業とアルコキシラ

ンの製造に展開できないか共同研究をはじめた。 

２．第１世代のカップリング剤を用いて、フォトマスクを用いた光照射によりカルボン酸、アミン

のパターン形成により、有機薄膜トランジスタ作製の基盤技術の開発を行った（*191-195, 

197-201）。 
３．細胞培養基板の実用化を目指し、第１、２世代のシランカップリング剤を用い、共同研究

先のニイガタ（株）が提案したカバーガラスの貼付法により、細胞接着性を光制御できるガラ

スボトムディッシュの開発に成功した（*196, 202）。 
４．第３世代のカップリング剤として、両末端にアルキンとマレイミドを持つ化合物を新たに開

発し、光分解性のブロックコポリマーの合成に応用した（*184, 190）。 
５．光分解の感度向上を目指しベンジル位の置換基効果をモデル化合物で検討していたとこ

ろ、イソプロピル置換基の化合物で光分解反応に続く新規転位反応を見出すことができた

（*186）。 
６．側鎖 POSS 部分を有するランダムコポリマーの THF 溶液に対してフッ化物イオンを作用さ

せると、側鎖POSSかご構造の動的組換えによるゲル化が短時間で進行することを偶然に見
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出した。これは、側鎖に POSS 部分を有するホモポリマーでは見られない特異な反応である。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） ポリエチレンイミン （２） 自己組織化  （３） 有機・無機融合材料            

（４） 無機ナノ構造制御    （５） キラル金属酸化物  （６） π共役系高分子       

（７） ブロック共重合体  （８） キラル発光体         

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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Sugawara, Keisuke Ao, Yoshihisa Shimizu, Kazuo Yamaguchi, Hao Liu, Jun Nakanishi, International 

Symposium on Mechanobiology(ISBN) 2014(2014 年 5 月、岡山) 

80) α位にイソプロピル基を導入した 4,5-ジメトキシ-2-ニトロベンジルエステル誘導体の光分解反応、斉藤佑

典、渡邊和博、佐藤光、森本修平、岡村直道、力石紀子、山口和夫、日本化学会第 94 春季年会 （2014 年

3 月、名古屋） 

81) 無機材料表面への光分解性 2-ニトロフェネチルリンカーの導入と評価、山田智也、佐藤大樹、伊藤倫子、

山口和夫、第 22 回ポリマー材料フォーラム(2013 年 11 月、東京) 

82) ヘテロ二価性架橋剤で連結された両親媒性ジブロックコポリマーの合成と評価、栃木秀美、山本翔太、中

浜精一、山口和夫、第 22 回ポリマー材料フォーラム(2013 年 11 月、東京) 

83) 光分解性基を持つポリマーブラシ作製の最適条件の探求、小栗あずさ、吉田光、杉浦枝津子、山口和夫、

平成 25 年神奈川県ものづくり技術交流会（2013 年 10 月、神奈川） 

84) 光分解性部位を持つデンドロン自己組織化単分子膜の調製と性質、上田優一郎、藤田悟、松下和輝、力

石紀子、山口和夫、平成 25 年神奈川県ものづくり技術交流会（2013 年 10 月、神奈川） 

85) 感光性表面修飾剤の開発、伊藤倫子、山口和夫、平成 25 年神奈川県ものづくり技術交流会（2013 年 10

月、神奈川） 

86) ポリエチレングリコールとポリエチレンオキシドをクリック反応により連結した光分解性 ABA 型トリブロックコ

ポリマーの合成、上村航平、垣内康彦、山口勇人、伊藤倫子、中浜精一、山口和夫、第 62 回高分子討論

会（2013 年 9 月、金沢） 

87) ミクロ相分離構造中での高分子の結晶化―ホモポリマーの分率が結晶化に与える影響―、野島修一、田

中匠、中川慎太郎、石曽根隆、垣内康彦、山口和夫、中浜精一、第 62 回高分子討論会（2013 年 9 月、金

沢） 

88) 光分解性 2-ニトロフェネチルリンカーを用いた無機材料表面への修飾方法の違いによる表面状態及び光

放出能の比較、山田智也、佐藤大樹、伊藤倫子、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年 9 月、金沢） 

89) 光分解性 6-ブロモ-7-ヒドロキシクマリニルメチルエステルを有する自己組織化単分子膜の調製と評価、伊

藤倫子、阿部卓思、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年 9 月、金沢） 

90) 光分解性ヘテロ二価性架橋剤で連結された poly(-caprolactone)と poly(ethylene glycol からなる両親媒性

ジブロックコポリマーの合成、栃木秀美、山本翔太、中浜精一、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年

9 月、金沢） 

91) 有機薄膜トランジスタのための 2-ニトロベンジルカルバメート型光応答性自己組織化単分子膜の調製と評

価、小西翼、伊藤倫子、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年 9 月、金沢） 

92) 有機薄膜トランジスタ作製のためのペンタフルオロフェニル基を末端にもつ感光性自己組織化単分子膜の

調製と評価、長堂一仁、小西翼、伊藤倫子、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年 9 月、金沢） 

93) 様々な形状・大きさのナノ空間内に拘束された高分子鎖の結晶化に及ぼす鎖末端固定の影響、中川慎太

郎、田中匠、野島修一、石曽根隆、山口和夫、中浜精一、第 62 回高分子討論会（2013 年 9 月、金沢） 

94) 疎水性鎖の長さが異なる光分解性ジブロックコポリマーから調製されたポリマーソームの特性比較、山本

翔太、中西淳、中浜精一、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年 9 月、金沢） 

95) 光応答性ナノパターン基板を用いた細胞集団移動の新規評価法、中西淳，清水善久，山口和夫，Heike 

Boehm，Joachim P. Spatz、日本分析化学会第 62 年会（2013 年 9 月、東広島） 

96) ドラッグデリバリーシステムを指向した光応答性高分子集合体の構造最適化、山本翔太、中西淳、中浜精

一、山口和夫、第 23 回バイオ・高分子シンポジウム(2013 年 7 月、東京) 

97) 光応答性基板を用いた細胞集団移動のナノアーキテクトニクス、中西淳、清水善久、山口和夫、ROLLI 

Claudio, KEMKEMER Ralf, BOHM Heike, SPATZ Joachim, 第 23 回バイオ・高分子シンポジウム(2013 年 7

月、東京) 

98) 2-ニトロベンジルエステル型光分解性シランカップリング剤により形成された自己組織化単分子膜のパター

ニング、小西翼、伊藤倫子、山口和夫、第 62 回高分子学会年次大会  （2013 年 5 月、京都） 

99) クリック反応で固定化した 6-ブロモ-7-ヒドロキシクマリニルメチルエステルを有する自己組織化単分子膜

の調製と評価、伊藤倫子、阿部卓思、山口和夫、第 62 回高分子学会年次大会 （2013 年 5 月、京都） 

100) ラメラ状ナノ空間に拘束された高分子鎖の結晶化挙動、田中匠、中川慎太郎、野島修一、石曽根隆、

垣内康彦、山口和夫、中浜精一、第 63 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月、京都） 

101) 両末端にアルキンとスクシンイミジルカーボネートを有する光分解性 2-ニトロフェネチルリンカーを用

いたシランカップリング剤の合成と表面修飾、山田智也、佐藤大樹、伊藤倫子、山口和夫、第 62 回高分子

学会年次大会 （2013 年 5 月、京都） 

102) 光・熱応答性ジブロックコポリマーからなる高分子集合体の解析、山本翔太、中西淳、中浜精一、山

口和夫、第 62 回高分子学会年次大会 3Pd140, 1696（2013 年 5 月、京都） 

103) 孤立ナノ空間内での高分子鎖の結晶化挙動に与える末端固定の効果、中川慎太郎、田中匠、野島
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修一、石曽根隆、垣内康彦、山口和夫、中浜精一、第 63 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月、京都） 

加部義夫 

1. 日本化学会第 98 春季年会 2018 年 3 月 20-23 日 日大船橋キャンパス 1PA-003 種々の酸化剤による

C-フレロイドを用いた穴あきフラーレンの合 成（神大院理）水沼諒・加部義夫 

2. 日本化学会第 98 春季年会 2018 年 3 月 20-23 日 日大船橋キャンパス 1PA-004 ｹﾄﾗｸﾀﾑ穴あきフラー

レン誘導体の位置選択的ﾋﾄﾞﾛｱﾐﾉ化と水内包 （神奈川大院理・産総研触媒化学融合研セ）田中 輝彦・森

本 耕平・鈴木あゆみ・高橋 利和・深谷 訓久・崔 準哲・加部義夫 

3. 日本化学会第 98 春季年会 2018 年 3 月 20-23 日 日大京船橋キャンパス 1PA-116 シラン‐カテコレート

結合に基づいた分子構造体の合成と性質 （神奈川理）川上 義輝・岡本 一彦・二階堂 慎吾・加部 義夫 

4. 日本化学会第 98 春季年会 2018 年 3 月 20-23 日 日大船橋キャンパス 1PA-119 ポリアルケニル化合物

のアルケンメタセシス反応による動的共有結合化学を利用した超分子化合物の構築（神奈川大院理）甘

粕透・佐藤祐人・加部義夫 

5. 日本化学会第 98 春季年会 2018 年 3 月 20-23 日 日大船橋キャンパス 2F3-03 ケトラクタム穴あきフラ

ーレン誘導体の位置選択的 Diels-Alder 反応（神奈川大院理・産総研触媒化学融合研セ）田中 輝彦・高

橋 利和・深谷 訓久・崔 準哲・加部 義夫 

6. (*105) 第 21 回ケイ素化学協会シンポジウムプログラム 2017 年 10 月 27－28 日 宮城蔵王 P24.シラン‐

カテコレート結合をもつアニオン性骨格とカチオン種との相互作用（神奈川大理）○川上義輝・岡本一彦・

二階堂慎吾・加部義夫 

7. (*106) 第 20 回ケイ素化学協会シンポジウムプログラム 2016 年 10 月 7－8 日 宮島 P18 シラン‐カテコレ

ート結合を動的共有結合としたカゴ状分子の合成（神奈川大理）川上義輝・河原知希・加部義夫 

8. 第 20 回ケイ素化学協会シンポジウムプログラム 2016 年 10 月 7－8 日 宮島 P45 閉環ジインメタセシスを

用いた含ケイ素小員環化合物の合成（神奈川大院理）中村吉宏・甘粕透・石井義典・加部義夫 

9. (*99) 日本化学会第 96 春季年会 2016 年 3 月 24-27 日 同志社大学京田辺キャンパス 3PA-124 シロキ

サン結合形成反応を用いた分子カプセルの合成（神奈川理） 川上 義輝・福島 拓海・和賀 祐樹・加部 

義夫 

10. 日本化学会第 96 春季年会 2016 年 3 月 24-27 日同志社大学京田辺キャンパス 3PB-055 シリルメチル

置換ケトラクタム穴あきフラーレンの Diels-Alder 反応（神奈川大院理） 田中輝彦・杉山 由樹・野尻竜市・

澤井遼平・加部義夫 

11. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem), Dec.15-20, Honolulu 

Hawaii.ORG-1047, “Synthesis of Sila-bicycles by Ring-Clothing Diene-yne Metathesis Reaction” 

Yoshinori Nakamura, Junya Yasumatsu and Yoshio Kabe 

12. The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem), Dec.15-20, Honolulu 

Hawaii.ORG-722, “Regioselective Diels-Alfer reaction of ketolactam open-cage fullerenes” Tanaka 

Teruhiko, Nojiri Ryuichi, Sawai Ryouhei, Sugiyama Yuki and Kabe Yoshio 

13. 第 19 回ケイ素化学協会シンポジウムプログラム 2015 年 10 月 23－24 日 琵琶湖 P17 新しい水素結合モ

チーフとしてのシラノール環状三量体（神奈川大院理）〇川上 義輝・布川真理奈・永田晏大・加部義夫 

14. (*100) 日本化学会第 95 春季年会 2015 年 3 月 26-29 日 日本大学船橋キャンパス 3PB-006、Molecular 

Capsule formed by Polysilanol derivatives and Encapsulation (Dep. Chem. Kanagawa Universitu) SATO, 

Takayuki; FUKAWA, Marina; Tanaka Keit; Yoshio Kabe 

15. 日本化学会第 95 春季年会 2015 年 3 月 26-29 日 日本大学船橋キャンパス 3PB-006、ケトラクタム穴あ

きフラーレンの Diels-Alder 反応、（神奈川大院理）田中輝彦・中村吉宏・野尻竜市・澤井遼平・加部義夫 

16. The 10th International Symposium on the KanagawaUniversity –National Taiwan University Exchange 

Program, 2015, Mar.12-15, Taiwan. “3D Hydrogen-bonding network and molecular capsule of 

organopolysilanols”, Yoshiteru Kawakami, Keita Tanaka, Marina Fukawa, Takayuki Sato, Yoshio Kabe 

17. (*101) The 10th International Symposium on the KanagawaUniversity –National Taiwan University Exchange 

Program, 2015, Mar.12-15, Taiwan, “3D Molecular Capsule formed by Polysilanol derivatives and 

Encapsulation “(Dep. Chem Kanagawa Universitu) SATO, Takayuki; FUKAWA, Marina; Tanaka Keit; Yoshio 

Kabe 

18. (*102) 第 18 回ケイ素化学協会シンポジウムプログラム、2014 年 10 月 17－18 日那須 P035、ポリシラノ

ール誘導体のつくる分子カプセルと内包、（神奈川大院理）佐藤昂之・布川真理奈・田中慶太・加部義夫 

19. 第 18 回ケイ素化学協会シンポジウムプログラム 2014 年 10 月 17－18 日那須 P036、Cp*RuCl(cod)およ

び CpCo(CO)2 を用いたジイン化合物からの環状ケイ素化合物の合成、（神奈川大院理）佐藤秀文・北澤元

気・佐藤圭祐・太田祐介・加部義夫 

20. (*103) 日本化学会第 94 春季年会 2014 年 3 月 27-30 日 名古屋大学、1,3,5-トリエチルベンゼン骨格を

有するトリスシラノール誘導体の合成と水素結合ネットワーク構造（神奈川大学院理）布川真理奈・加部義



（様式 2） 
 

法人番号 141002 
プロジェクト番号 S1311032 

 
夫 

21. 日本化学会第 94 春季年会 2014 年 3 月 27-30 日 名古屋大学対称および非対称閉環ジエン-インメタセ

シス反応による多環性ケイ素化合物の合成（神奈川大学院理）甘粕 透・加部 義夫 

22. 日本化学会第 94 春季年会 2014 年 3 月 27-30 日 名古屋大学、オゾン酸化反応を用いケトラクタム穴あ

きフラーレンの合成（神奈川大院理）田中 輝彦・篠崎 友希・加部 義夫 

23. 第 17 回ケイ素化学協会シンポジウム 2013 年 10 月 25－26 日(土）箱根 p004、閉環エンインメタセシス反

応による多環性ケイ素化合物の合成（神奈川大学理）甘粕透・加部義夫 

24. (*104) 第 17 回ケイ素化学協会シンポジウム 2013 年 10 月 25－26 日(土）箱根 p063、シロキサン結合お

よびシラノール水素結合を持つ分子カプセルの合成、（神奈川大理）布川真理奈・加部義夫 

岩倉いずみ 
1. 日本化学会第 98 春季年会、村上隆彦・橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ“振動準位の選択励起に依

存した励起状態の動的過程” 船橋、2018年 3月 

2. 日本化学会第 98 春季年会、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ“9,9’-ビアントリルにおける光励起

後の核波束運動” 船橋、2018年 3月 

3. 日本化学会第 98 春季年会、中島信昭・八ッ橋知幸・迫田憲治・岩倉いずみ・横山啓一“Eu 回収のた

めのレーザー化学” 船橋、2018年 3月 

4. SJWS 新春シンポジウム 2018、岩倉いずみ“化学反応に伴う分子構造変化の時間分解計測”東京、2018

年 1月 

5. 第 74回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、吉田拓也・舘田健太・織作恵子・岩倉いずみ“レー

ザー光を用いた 6-HELICENEの合成” 新潟、2017年 11月 

6. （第 74回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、髙木里伽子・村上隆彦・橋本征奈・籔下篤史・岡

村幸太郎・岩倉いずみ“レーザー色素の電子励起状態における動的過程に対する溶媒効果” 新潟、

2017年 11月 

7. 第 7 回 CSJ 化学フェスタ、村上隆彦・橋本征奈・髙木里伽子・籔下篤史・岡村幸太郎・岩倉いず

み“ビアントラセンにおける紫外励起波長に依存した超高速電子移動過程のフェムト秒時間分解計

測” 東京、2017年 10月 

8. 第 7 回 CSJ 化学フェスタ、橋本征奈・籔下篤史・岡村幸太郎・岩倉いずみ“近紫外-紫色・超短パ

ルス光発生による電子移動過程の超高速分光” 東京、2017年 10月 

9. 2017 年光化学討論会、橋本征奈・籔下篤史・岡村幸太郎・岩倉いずみ“光反応の時間分解分光に適

した近紫外-紫色波長可変・極限的超短パルス光発生” 仙台、2017年 9月 

10. 2017 年光化学討論会、岩倉いずみ・織作恵子・木村健太・橋本征奈・赤井昭二“コヒーレント分子

振動励起を利用する糖の結晶化” 仙台、2017年 9月 

11. 化学最前線 2017、岩倉いずみ“コヒーレント分子振動励起反応の開発 〜熱反応遷移状態の可視化と

糖の結晶化〜” 平塚、2017 年 9 月 

12. The 13th Femtochemistry Conference，橋本征奈・籔下篤史・小林孝嘉・岩倉いずみ“Photo-reaction 
in bimolecule aggregate visualized by real-time transition state spectroscopy” メキシコ、2017年

8月 

13. The 13th Femtochemistry Conference，岩倉いずみ・籔下篤史・小林孝嘉 “Real-time vibrational 
spectroscopy during the thermal reaction using visible-5-fs laser pulses” メキシコ、2017年 8月 

14. 女性技術者科学者国際会議（GWST）、岩倉いずみ“反応に伴い化学結合が解離・生成する様子をみた

いと思いませんか？”横浜、2017 年 7月 

15. 日本化学会第 97 春季年会、織作恵子・児玉拓哉・岩倉いずみ“発光性化合物によるランタニドイオ

ンの励起と光学特性”横浜、2017 年 3月 

16. 日本化学会第 97 春季年会、岩倉いずみ・廣瀬悠衣・織作恵子“パルスレーザー光による

cis,cis-1,3-Cyclooctadiene の選択的光環化反応”横浜、2017年 3 月 

17. 日本化学会第 97 春季年会、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ“遷移状態分光法による分子間不均化

反応過程の可視化と置換基効果の解析” 横浜、2017年 3 月 

18. The 9th Asian Photochemistry Conference (APC 2016)，橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ“EFFECT 
OF THE ELECTRON WITHDRAWING GROUP ON THE TRANSITION STATE IN DIANION 
FORMATION” シンガポール、2016年 12 月 

19. 第 72 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、木村健太・橋本征奈・織作恵子・赤井昭二・岩倉

いずみ“極限的超短パルスレーザー光を利用する糖の結晶化” 新潟、2016 年 11 月 

20. 第 72 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ“ピラジン誘導

体を配位子とする希土類錯体の発光特性” 新潟、2016 年 11 月 

21. 第 6 回 CSJ 化学フェスタ、橋本征奈・籔下篤史・岡村幸太郎・岩倉いずみ“可視-5-fs パルス光を
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用いる遷移状態分光法 ～Na2[TCNQ]2の光反応機構解析～” 東京、2016年 11月 

22. Stereodynamics 2016，橋本征奈・藪下篤史・岩倉いずみ“Intermolecular disproportionation 
between two radical anions visualized by real-time transition state spectroscopy”台北、2016 年

11 月 

23. 2016 年光化学討論会、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ“分子振動の実時間計測によるアニオンラ

ジカル二分子間の不均化反応過程の解析” 東京、2016 年 9 月 

24. 新規素材探索研究会、第 15 回セミナー、岩倉いずみ“遷移状態分光法を利用した反応機構解析”横

浜、2016 年 6 月 

25. 第 32 回化学反応討論会、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ “Real time measurement of the reaction 
of [TCNQ]22– under CT band excitation by visible sub-10 fs laser pulse”大宮、2016 年 6月 

26. 第 32 回化学反応討論会、岩倉いずみ“Direct observation of the molecular structural changes 
during the reaction induced by coherent molecular vibrational excitation using sub-5-fs pulse 
laser” 大宮、2016 年 6 月 

27. （*107）日本化学会第 96春季年会、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ、“可視-5-fs パルス光を用い

るバイポーラロン生成に伴う電荷移動ダイナミクスの実時間計測”京都、2016年 3月 

28. （*108）第 11 回ナノテク交流シンポジウム、橋本征奈・籔下篤史・岩倉いずみ、“可視-10-fs パル

ス光を用いる超高速分光～有機半導体の不均化反応～”横浜、2016年 3月 

29. 第 70回記念有機合成化学協会関東支部シンポジウム、由茅貴士・藤巻輝彦・橋本征奈・織作恵子・岩

倉いずみ“Tb-Ln 混合金属配位高分子錯体の発光特性”長岡、2015年 11月 

30. 第 70回記念有機合成化学協会関東支部シンポジウム、藤巻輝彦・由茅貴士・橋本征奈・織作恵子・岩

倉いずみ“発光性二次元ネットワーク錯体における陰イオンおよび溶媒の効果”長岡、2015年 11月 

31. EMN Ultrafast Meeting，岩倉いずみ“Transition state spectroscopy of the reactions induced by 
coherent molecular vibration in the electronic ground state” Las Vegas，アメリカ，2015年 11月 

32. （*109）2015 年光化学討論会、橋本征奈・籔下篤史・岡村幸太郎・岩倉いずみ“可視-サブ 10 fs

パルス光を用いたポンプ・プローブ分光装置による TCNQ の電子励起状態ダイナミクス測定” 2015

年光化学討論会、大阪、2015 年 9 月 

33. 日本化学会第 95 春季年会、橋本征奈・岡本宏輝・籔下篤史・織作恵子・岩倉いずみ“水溶性ランタ

ニド錯体の発光特性に対する水分子の影響” 千葉、2015 年 3 月  

34. 第 68 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、橋本征奈・岡本宏輝・織作恵子・籔下篤史・岩倉

いずみ“水溶性 2 次元ネットワーク錯体の創成と発光特性” 新潟、2014年 11月 

35. 第 68 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、海老名成亮・織作恵子・岩倉いずみ“スチルベン

誘導体の交差光[2+2]環化付加反応における溶媒効果の解明” 新潟、2014 年 11 月 

36. 第 68 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、小野寛樹・織作恵子・岩倉いずみ“スチルベン誘

導体の交差光[2+2]環化付加反応” 新潟、2014 年 11 月 

37. 第 68 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、中島康平・鈴木舜・織作恵子・岩倉いずみ“アル

カリおよびアルカリ土類金属塩による 4,4'-bis(pyridyl)ethene光[2+2]環化付加反応” 新潟、2014

年 11 月 

38. 第 68 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、黒澤拓也・橋本征奈・織作恵子・赤井昭二・岩倉

いずみ“可視５−fsパルスレーザー光照射による振動励起反応” 新潟、2014 年 11 月 

39. 2014 年光化学討論会、岩倉いずみ・織作恵子・橋本征奈・赤井昭二・籔下篤史“可視極限的超短パ

ルスレーザー光の合成反応への応用”北海道、2014年 10 月 

40.  2014 年光化学討論会、橋本征奈・海老名成亮・藪下篤史・織作恵子・岩倉いずみ“フェムト秒ポン

プ･プローブ測定装置の構築によるランタニド(III)イオンの誘起吸収測定”北海道、2014年 10 月 

41.  錯体化学会第 64 回討論会、織作恵子・橋本征奈・白翔太・岩倉いずみ“希土類 2 次元ネットワー

ク錯体形成による高発光性の獲得と発光過程の詳細観測”東京、2014 年 9月 

42. 22nd IUPAC International Conference on Physical Organic Chemistry，岩倉いずみ“Photo-induced 
reactions using few-optical-cycle visible laser pulses ~ Non-photo, non-thermal chemical reactions ~”
Ottawa, カナダ，2014 年 8 月 

43. 22nd IUPAC International Conference on Physical Organic Chemistry，橋本征奈・籔下篤史・織

作恵子・岩倉いずみ “Energy transfer mechanism of lanthanid complex measured by fs pulse 
laser” Ottawa, カナダ，2014 年 8 月 

44. 22nd IUPAC International Conference on Physical Organic Chemistry，海老名成亮・岩倉いずみ・

織 作 恵 子 ・ 小 出 芳 弘 “ Development of the Reverse Isomerization of 
Tris(8-hydroxyquinoline)Aluminium(Alq3) Based on DFT Calculation and Kinetic Analysis”
Ottawa, カナダ，2014 年 8 月 
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中西 淳 

1) 山本翔太, 清水善久, 岩丸祥史, 山口和夫, 中西淳，上皮成長因子担持金ナノ粒子が特異的に誘起する

アポトーシス活性に対する脂質ラフトの役割. 第 27 回日本 MRS 年次大会. （2017 年 12 月横浜） 
2) 山本翔太，池上皓稀，山口和夫，中西淳，高感度光分解性分子に基づくケージド細胞培養基板の開発. 

理研/iCONM/物材機構 医工学ネットワーク. （2017 年 12 月川崎） 
3) 中西淳，上皮成長因子-金ナノ粒子コンジュゲートの特異な アポトーシス誘導活性のメカニズム探究. 理

研/iCONM/物材機構医工学ネットワーク. （2017 年 12 月川崎） 
4) 深山 達也，菅原 路子，中西 淳，野々村 真規子，数理解析による細胞集団性の定量化. 第 50 回日本大

学生産工学部学術講演会. （2017 年 11 月津田沼） 
5) 久保麻美，深山達也，半澤拓海，菅原道子，野々村 真規子，中西 淳，細胞集団移動における集団間相

互関係の数理解析. 第 50 回日本大学生産工学部学術講演会. （2017 年 11 月津田沼） 
6) 山本翔太, 清水善久, 岩丸祥史, 山口和夫, 中西淳，上皮成長因子担持金ナノ粒子の特異的アポトーシ

ス誘導活性における脂質ラフトの役割. 第 39 回 日本バイオマテリアル学会大会. （2017 年 11 月東京） 
7) 中西淳，細胞移動アッセイ系の開発. 神戸医療産業都市 クラスター交流会. （2017 年 11 月神戸） 
8) 中西淳，細胞集団移動を探究するための光応答基板. 細胞を創る研究会 10.0. （2017 年 10 月京都） 
9) 中西淳，Platform for EMT inhibitor Screening. NIMS Week2017. （2017 年 10 月つくば） 
10) 中西淳，材料を用いる細胞メカノバイオロジーのアクティブウォッティング. 分析化学第 66 年会. （2017 年 9

月東京） 
11) 山本翔太, 清水善久, 岩丸祥史, 山口和夫, 中西淳，脂質ラフトが関与する上皮成長因子担持金ナノ粒

子の特異的アポトーシス誘導能の生化学的探究. 日本分析化学会第 66 年会. （2017 年 9 月東京） 
12) 岡田佳, 山本翔太, 山口和夫, 佐々木直樹, 中西淳，細胞集団移動の基質依存性の分析に用いる表面

化学・力学特性が制御された光応答基板の開発. 日本分析化学会第 66 年会. （2017 年 9 月東京） 
13) 深山 達也，野々村 真規子，菅原 路子，中西 淳，上皮間葉転換阻害剤のスクリーニングに向けた細胞

集団性の定量化法. 日本分析化学会 第 66 年会. （2017 年 9 月東京） 
14) 東佑希子，山本翔太，中西淳，金山直樹，武政誠，伊原正喜，FFF-MALS を用いた藻類多糖の構造解析. 

第 66 回高分子討論会. （2017 年 9 月松山） 
15) 中西 淳. 細胞移動・薬剤評価系. BioTech 2017 内アカデミックフォーラム. （2017 年 6 月東京） 
16) 中西淳，山口和夫，表面の接着性に応じた細胞移動挙動を分析するための光応答基板の開発. 第 77 回

分析化学討論会. （2017 年 5 月京都） 
17) 山本翔太, 清水善久, 岩丸祥史, 山口和夫, 中西淳，金ナノ粒子に固定化された上皮成長因子のアポト

ーシス誘導能に対する 脂質ラフトの役割. 第 66 回高分子学会年次大会. （2017 年 5 月千葉） 
18) 池上皓稀，伊藤倫子，山本翔太，中西淳，山口和夫，高感度な光分解性 2-ニトロベンジル型シランカップリ

ング剤の開発と細胞培養基板の作製. 第 66 回高分子学会年次大会. （2017 年 5 月千葉） 
19) 山田貴史, 重宗美幸, 山本翔太, 池上皓稀, 中西 淳, 山口和夫, 光分解性の 2-ニトロベンジルエステル

を含むヘテロ二価性 架橋剤で連結させた両親媒性ジブロック共重合体から調製 したポリマーソームの評

価, 第 66 回高分子学会年次大会（2017 年 5 月千葉） 
20) 中西淳，光応答材料を用いる細胞集団移動現象の構成的分析. 日本化学会第 97 年会. （2017 年 3 月横

浜） 
21) 中西淳，光応答基板を用いる 細胞集団移動現象の探究. 第 34 回 高分子学会千葉地域活動若手セミナ

ー. （2017 年 3 月東京） 
22) Jun Nakanishi, Photoactivatable Surfaces for Cell Migration Study and Drug Screening. MANA Symposium 

2017. （2017 年 3 月つくば） 
23) Shota Yamamoto, Yoshihisa Shimizu, Yoshifumi Iwamaru, Kazuo Yamaguchi, Jun Nakanishi, Role of lipid 

rafts (nanodomains) in unique apoptosis inducing activity of epidermal growth factor-gold nanoparticles 
conjugates. MANA International Symposium 2017. （2017 年 3 月つくば） 

24) 中西淳，メカノバイオロジーに基づく細胞移動研究用ツール開発. 第 1 回 TIA-TLSK ライフイノベーションワ

ークショップ. （2017 年 3 月つくば） 
25) 中西 淳, 荏原 充宏, 吉川 千晶. メカノバイオロジーのための材料開発. つくば医工連携フォーラム

2017. （2017 年 1 月つくば） 
26) 岡田佳, 山本翔太, 山口和夫, 佐々木直樹, 中西淳，メカノバイオロジー研究用光応答弾性基板の改良. 

2017 つくば医工連携フォーラム. （2017 年 1 月つくば） 
27) 深山 達也, 野々村 真規子, 菰田 貴文, 菅原 路子, 中西 淳. 光応答基板と数理解析に基づく細胞集

団性の評価. つくば医工連携フォーラム 2017. （2017 年 1 月つくば） 
28) NAKANISHI, Jun, ABDELALEEM, Shimaa, YAMAGUCHI Kazuo. Photoactivatable Self-assembled 

Monolayers with Tuned Substrate Adhesiveness. MRS-J. （2016 年 12 月横浜） 
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29) 山本 翔太, 清水 善久, 岩丸祥史, 山口和夫, 中西 淳. 金ナノ粒子に固定化した上皮成長因子のアポト

ーシス誘導機構における脂質ラフトの関与. 日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2016. （2016 年 11 月

博多） 
30) NAKANISHI, Jun. Development of photoactivatable substrates and their applications to collective cell 

migration studies. ICBS2016. （2016 年 11 月東京） 
31) 中西 淳. 光応答界面材料の開発と細胞研究への応用. 光散乱測定セミナー. （2016 年 10 月東京） 
32) NAKANISHI, Jun, YAMAGUCHI Kazuo. Materials for cell migration assay. NIMS Week 2016. （2016 年 10

月東京） 
33) 山田貴史, 重宗美幸, 山本 翔太, 池上皓稀, 中西 淳, 山口和夫. 光分解性の 2-ニトロベンジル骨格を

含むヘテロ二価性架橋剤に連結させた両親媒性ジブロック共重合体を用いたポリマーソームの調製と評

価. 第 65 回高分子討論会. （2016 年 9 月名古屋） 
34) 岡田 佳, 山本 翔太, 山口和夫,佐々木直樹,中西 淳. 表面化学・力学特性が制御された光応答基板を用

いる細胞集団移動の分析. 第 65 分析化学年会. （2016 年 9 月札幌） 
35) 山本 翔太, 清水 善久, 岩丸祥史, 山口和夫, 中西 淳. 金ナノ粒子に固定化した上皮成長因子が獲得

するシグナル伝達特異性とアポトーシス誘導能の生化学的探究. 日本分析化学会第 65 年会. （2016 年 9
月札幌） 

36) NAKANISHI, Jun, YAMAMOTO, Shota, OKADA, Kei, SASAKI, Naoki, YAMAGUCHI, Kazuo. Materials 
to analyze chemical, mechanical and geometrical regulation of collective cell migration. RSC Tokyo 
International Conference 2016. （2016 年 9 月東京） 

37) 中西 淳. 機能性材料を用いる細胞集団移動現象の構成的理解. 第 13 回「細胞間クロノ・コミュニケーショ

ン研究会」セミナー. （2016 年 9 月千葉） 
38) 深山 達也, 野々村 真規子, 菰田 貴文, 菅原 路子, 中西 淳. 光応答基板と画像流速解析を用いた細

胞の集団性および上皮間葉転換の定量化法. RSC Tokyo International Conference 2016 . （2016 年 9 月千

葉） 
39) NAKANISHI, Jun. hotoactivatable surfaces: Tools for untangling mechanobiology in collective cell 

migration. International Symposium on Nanoarchitectonics for Mechanobiology. （2016 年 7 月つくば） 
40) ABDELALEEM, Shimaa, NAKANISHI, Jun. The Alteration in Leader Cell Appearance Using 

Photoactivatable Substrates with Various Densities of Immobilized cRGD. MANA symposium 2016. （2016
年 7 月つくば） 

41) MIYAMA, Tatsuya, Makiko Nonomura, Takafumi Komoda, Michiko Sugawara, NAKANISHI, Jun. 
Quantification of epithelial-mesenchymal transition on photoactivatable substrates by means of particle image 
velocimetry. International Symposium on Nanoarchitectonics for Mechanobiology. （2016 年 7 月つくば） 

42) OKADA, Kei, YAMAMOTO, Shota, SASAKI, Naoki, YAMAGUCHI, Kazuo, NAKANISHI, Jun. 
Development of photoactivatable substrate with tuned surface chemistry and substrate stiffness as a platform 
for collective cell migration study. 2ND INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON NANOARCHITEC. FOR 
MECHANOBIO.. （2016 年 7 月つくば） 

43) YAMAMOTO, Shota, SHIMIZU, Yoshihisa, Yoshifumi Iwamaru, Kazuo Yamaguichi, NAKANISHI, Jun. 
How epidermal growth factor gains apoptosis-inducing activity upon conjugation to gold nanoparticles? Role 
of lipid raft. International Symposium on Nanoarchitectonics for Mechanobiology. （2016 年 7 月つくば） 

44) 中西 淳. 細胞メカノバイオロジーにおける力のイメージングへの期待. 「力とレオロジーのイメージング」ワ

ークショップ. （2016 年 7 月東京） 
45) 中西 淳, マーラー ソー, アブデラリーム シーマ. 機能性表面とマイクロパターニングを用いる上皮間葉

転換現象における細胞外環境の寄与の分析. 第 76 回分析化学討論会. （2016 年 5 月京都） 
46) NAKANISHI, Jun, KAMIMURA, Masao, YAMGUCHI Kazuo. Photoactivatable compliant substrates for 

precise analysis of mechanobiological regulation in collective cell migration. WBC 2016. （2016 年 5 月モント

リオール） 
47) 中西 淳. 光応答表面を用いる細胞移動の新しいアッセイ法. 第 96 回春季年会. （2016 年 3 月京都） 
48) NAKANISHI, Jun, MARLAR, Saw, ABDELALEEM, Shimaa. Reduced adhesive ligand density induces an 

epithelial-mesenchymal-like transition. MANA symposium 2016. （2016 年 3 月つくば） 
49) NAKANISHI, Jun, Kazuo Yamaguchi. Substrates for cell migration assay and drug screening. NanoTech 

2016. （2016 年 1 月東京） 
50) Study on cellular responses of epidermal growth factor immobilized to gold nanoparticles, Jun Nakanishi, 

Shota Yamamoto, Yoshihisa Shimizu, Kazuo Yamaguchi, Pacifichem 2015，（2015 年 12 月，ハワイ） 
51) いまさら聞けないバイオインターフェースの設計指針，中西淳，第 25 回日本 MRS 年次大会，（2015 年 12

月，横浜） 
52) 細胞外マトリクスリガンドの密度低下によって誘導される上皮間葉転換，中西淳，Saw Marlar，第 37 回バイ

オマテリアル学会，（2015 年 11 月，京都） 
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53) 光応答基板を用いる細胞集団移動現象におけるナノメカノバイオロジーの探究，中西淳，第 64 回高分子討

論会，（2015 年 9 月仙台） 
54) Photoactivatable substrates: Material biological tools for cell migration research, Jun Nakanishi, Kazuo 

Yamaguchi, 日本生物物理学会第 53 回年会（2015 年 9 月金沢） 
55) Structural characterization of photocleavable polymersomes based on dynamic light scattering, field flow 

fractionation and transmission electron microscopy, Shota Yamamoto, Jun Nakanishi, Kazuo Yamaguchi, 
JACSIS-RSC conference （2015 年 9 月、東京） 

56) HeLa cells prefer posterior nuclear-centrosomal axis, Michiko Sugawara, Keisuke Ao, Yoshihisa Shimizu, 
Kazuo Yamaguchi, Hao Liu, Jun Nakanishi, International Symposium on Nanoarchtechtonics for 
Mechanobiology （2015 年 7 月、つくば） 

57) Possible involvement of lipid microdomains in unique response of epidermal growth factor upon conjugation 
to gold nanoparticles, Shota Yamamoto, Yoshihisa Shimizu, Kazuo Yamaguchi, Jun Nakanishi, International 
Symposium on Nanoarchtechtonics for Mechanobiology （2015 年 7 月、つくば） 

58) Introducing a photoactivatable feature on stiffness-tunable gels for the study of mechanobiology in collective 
cell migration, Shota Yamamoto, Yoshihisa Shimizu, Kazuo Yamaguchi, Jun Nakanishi, International 
Symposium on Nanoarchtechtonics for Mechanobiology （2015 年 7 月、つくば） 

59) Development and characterization of protein-gold-nanoparticle conjugates bearing 
photocleavable polymers, Shota Yamamoto, Jun Nakanishi, Kazuo Yamaguchi, The 32nd International 
Conference on Photopolymer Science and Technology （2015 年 6 月、幕張） 

60) 細胞移動アッセイのための市販 96 ウェルプレートの光機能化、上村真生、山口和夫、中西淳、第 64 回高

分子学会年次大会（2015 年 5 月、札幌） 
61) ナノ粒子に固定化された上皮成長因子が誘起する細胞応答に関する研究、山本翔太、清水善久、山口和

夫、中西淳、第 64 回高分子学会年次大会（2015 年 5 月、札幌） 
62) 光応答 96 ウェルプレートを用いる細胞移動アッセイ、上村真生，菅原路子，山口和夫，中西淳、第 75 回分

析化学討論会（2015 年 5 月、甲府） 
63) 光応答ナノパターン基板を用いる細胞集団移動挙動の ECM 依存性の探究、清水善久、山口和夫、中西

淳、第 36 回日本バイオマテリアル学会(2014 年 11 月、東京) 
64) 力学・幾何学的に制御された「場」における細胞集団移動の解析：光応答性弾性基板を用いるアプローチ、

上村真生、山口和夫、中西淳、第 36 回日本バイオマテリアル学会(2014 年 11 月、東京) 
65) 鎖長が精密制御された両親媒性ブロックコポリマーからなる光応答性ポリマーソームの形成と内包物放出

挙動に関する考察 山本翔太、栃木秀美、中西淳、中濱精一、山口和夫、第 23 回ポリマー材料フォーラム

（2014 年 11 月、奈良） 
66) 細胞集団移動のメカノバイオロジーのための新規光応答弾性基板、上村真生、山口和夫、中西淳、第 63

回高分子討論会（2014 年 9 月、長崎） 
67) 光応答性ポリマーソームの形成と内包物放出挙動：精密合成両親媒性ジブロックコポリマーとフィールドフ

ローフラクショネーション法を用いた考察、山本翔太、栃木秀美、中西淳、中濱精一、山口和夫、第 63 回高

分子討論会（2014 年 9 月、長崎） 
68) 生体に近似する弾性率を示す「場」における細胞集団移動現象の分析、上村真生、山口和夫、中西淳、日

本分析化学会第 63 年会（2014 年 9 月、大阪） 
69) 光応答性ポリマーソームの内包物放出原理の探求、山本翔太、栃木秀美、中西淳、中濱精一、山口和夫、

第 24 回バイオ・高分子シンポジウム (2014 年 7 月、東京) 
70) 新規光応答弾性基板を用いる細胞集団移動の解析、上村真生、山口和夫、中西淳、第 24 回バイオ・高分

子シンポジウム (2014 年 7 月、東京) 
71) Dynamics of nuclear centrosomal axis in HeLa cells during geometrical confinement and its release, Michiko 

Sugawara, Keisuke Ao, Yoshihisa Shimizu, Kazuo Yamaguchi, Hao Liu, Jun Nakanishi, International 
Symposium on Mechanobiology(ISBN) 2014(2014 年 5 月、岡山) 

72) 疎水性鎖の長さが異なる光分解性ジブロックコポリマーから調製されたポリマーソームの特性比較、山本

翔太、中西淳、中浜精一、山口和夫、第 62 回高分子討論会 （2013 年 9 月、金沢） 
73) 光応答性ナノパターン基板を用いた細胞集団移動の新規評価法、中西淳，清水善久，山口和夫，Heike 

Boehm，Joachim P. Spatz、日本分析化学会第 62 年会（2013 年 9 月、東広島） 
74) ドラッグデリバリーシステムを指向した光応答性高分子集合体の構造最適化、山本翔太、中西淳、中浜精

一、山口和夫、第 23 回バイオ・高分子シンポジウム(2013 年 7 月、東京) 
75) 光応答性基板を用いた細胞集団移動のナノアーキテクトニクス、中西淳、清水善久、山口和夫、ROLLI 

Claudio, KEMKEMER Ralf, BOHM Heike, SPATZ Joachim, 第 23 回バイオ・高分子シンポジウム

(2013 年 7 月、東京) 
76) 光・熱応答性ジブロックコポリマーからなる高分子集合体の解析、山本翔太、中西淳、中浜精一、山口和
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夫、第 62 回高分子学会年次大会（2013 年 5 月、京都） 

 
テーマ（２）「無機ナノ構造体－有機高分子自己組織化材料の創製」 

横澤 勉 
1. Hajime Sugita, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Unusual cyclic polymerization through Suzuki-Miyaura 

coupling of polyarylene bearing diboronate at both ends with excess dibromoarylene; 225th ACS National 
Meeting, 2018 年 3 月 (New Orleans). 

2. 廣田俊城, 太田佳宏, 横澤 勉: Ni 触媒を用いたチエニレン－フェニレン二臭化 AB2 Grignard モノマー

の触媒移動型重合; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
3. 行川 毅, 岡林龍一, 太田佳宏, 横澤 勉: 非等モル下鈴木－宮浦重縮合による環状ポリマーの合成と

不飽和環状ポリエステルのメタセシス交換反応による分子量と末端基制御; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 
2017 年 10 月 (東京). 

4. 内田達也, 時田 遊, 太田佳宏, 横澤 勉: 鈴木－宮浦カップリング反応における種々の配位子を有する

パラジウム触媒の分子内移動能; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
5. 木村泰介, 杉田 一, 太田佳宏, 横澤 勉: 芳香族ポリアミドをグラフト化した環状ポリフェニレンの合成; 

第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
6. 上川原タケル, 杉田 一, 巳上幸一郎, 太田佳宏, 横澤 勉: 炭素－炭素三重結合、および窒素－窒素

二重結合上の Pd 触媒分子内移動挙動; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
7. 亀山洸瑠, 森光亜実, 太田佳宏, 横澤 勉: safety-catch linker によって固相担体に固定したアミノ酸モノ

マーの連鎖縮合重合によるポリペプトイドの合成; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
8. 小島あすか, 鳴海慎太朗, 巳上幸一郎, 太田佳宏, 横澤 勉: 熊田－玉尾カップリング重合によるポリオ

ルトフェニレンの合成と重合挙動; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
9. 補伽健太, 太田佳宏, 横澤 勉: ハイパーブランチポリアミドとポリスチレンとのジブロック共重合体の合

成とその相分離構造; 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 2017 年 10 月 (東京). 
10. 行川 毅, 太田佳宏, 横澤 勉: 非等モル下鈴木・宮浦カップリング重縮合による環状ポリマーの合成、お

よび不飽和環状ポリマーのメタセシス交換反応による分子量と末端官能基制御; 第 66 回高分子討論会, 
2017 年 9 月 (愛媛). 

11. 木村泰介, 杉田 一, 太田佳宏, 横澤 勉: 側鎖にビニルポリマーを有する環状ポリフェニレンの合成; 第

66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
12. 廣田俊城, 太田佳宏, 横澤 勉: チエニレン－フェニレン二臭化 AB2 Grignard モノマーの熊田－玉尾カ

ップリング触媒移動型重合; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
13. 補伽健太, 太田佳宏, 横澤 勉: ハイパーブランチポリアミドまたはリニアポリアミドとポリスチレンとのブロ

ック共重合体の合成と相分離; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
14. 岡林龍一, 太田佳宏, 横澤 勉: クロスメタセシスとラジカル重合によるポリエステルとポリスチレンのトリ

ブロック共重合体の合成; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
15. (*175) 張耿, 太田佳宏, 横澤 勉: ポリチオフェンとポリオキサゾリンのブロック共重合体の合成と自己組

織化による有機・無機融合材料の創製; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
16. 山口修平, 時田 遊, 川口大輔, 横澤 勉, 田中敬二: ポリ(3-アルキルチオフェン)の光電荷生成挙動に

及ぼす側鎖の偶奇効果; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
17. 時田 遊, 内田達也, 上川原タケル, 補伽健太, 太田佳宏, 横澤 勉: 熊田－玉尾カップリング重合にお

けるポリ(3-ヘキシルチオフェン) 生長末端のアリールボロン酸エステルによる鈴木－宮浦カップリング末

端官能基化; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
18. 内田達也, 時田 遊, 太田佳宏, 横澤 勉: tBu2Neopent.PPd 触媒による鈴木・宮浦触媒移動縮合重合; 

第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
19. 小島あすか, 鳴海慎太郎, 巳上幸一郎, 太田佳宏, 横澤 勉: o-ブロモフェニル Grignard モノマーの熊

田－玉尾カップリング重合挙動; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
20. 上川原タケル, 杉田 一, 巳上幸一郎, 太田佳宏, 横澤 勉: 炭素－炭素三重結合、および窒素－窒素

二重結合上の Pd 触媒分子内移動と非等モル下重縮合への応用; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 
月 (愛媛). 

21. 杉田 一, 野嶋雅貴, 太田佳宏, 横澤 勉: 非等モル下鈴木・宮浦重縮合における鎖状ポリマーと環状ポ

リマーの特異的合成; 第 66 回高分子討論会, 2017 年 9 月 (愛媛). 
22. 廣田俊城, 太田佳宏, 横澤 勉: Grignard 型チエ二レン-フェニレン二臭化 AB2 モノマーの触媒移動型連

鎖縮合重合; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
23. 補伽健太, 太田佳宏, 横澤 勉: クリック反応による親水性ハイパーブランチポリアミドと疎水性ポリスチレ

ンとのブロック共重合体の合成と自己組織化; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
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24. 木村泰介, 杉田 一, 太田佳宏, 横澤 勉: 側鎖に芳香族ポリアミドを有する環状ポリフェニレンの合成; 

第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
25. 亀山洸瑠, 森光亜実, 太田佳宏, 横澤 勉: safety-catch linker を持つ固相担体に固定したアミノ酸モノマ

ーの連鎖縮合重合によるポリペプトイドの合成; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
26. 小島あすか, 鳴海慎太郎, 巳上幸一郎, 太田佳宏, 横澤 勉: 熊田-玉尾カップリング重合によるポリオル

トフェニレンの合成; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
27. (*176) 張耿, 太田佳宏, 横澤 勉: ポリチオフェンの片末端エチニル化の再検討、およびポリオキサゾリ

ンとのクリック反応によるジブロック共重合の精密合成; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 
(千葉). 

28. 内田達也, 時田 遊, 太田佳宏, 横澤 勉: 鈴木-宮浦カップリング反応における種々のパラジウム触媒の

分子内移動特性; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
29. 菅原光太郎, 時田 遊, 太田佳宏, 横澤 勉: 片末端にボロン酸エステル部位を有するπ共役系高分子

の合成; 第 66 回高分子学会年次大会, 2017 年 5 月 (千葉). 
30. Ryouichi Okabayashi, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of block copolymer of polyester and 

polystyrene by means of cross metathesis and radical polymerization; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 
年 5 月 (Seville). 

31. Taisuke Kimura, Hajime Sugita, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of cyclic polyphenylene 
grafted with aromatic polyamides; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

32. Kenta Hoka, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of amphiphilic block copolymers consisting of 
hyperbranched polyamide and polystrene by means of click reaction and its self-assembly; 5th Frontiers in 
Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

33. Takeru Kamigawara, Hajime Sugita, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Propensity for intramolecular 
transfer of tBu3PPd catalyst on carbon-carbon triple bond and nitrogen-nitrogen double bond; 5th Frontiers in 
Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

34. Takeru Kameyama, Ami Morimitsu, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of polypeptoids by 
means of chain-growth condensation polymerization of amino acid monomers immobilized on a solid-phase 
support through safety-catch linker; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

35. Toshiki Hirota, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Catalyst-transfer condensation polymerization of 
Grignard-type thienylene-phenylene dibromo AB2 monomer for the synthesis of well-defined hyperbranched 
aromatic polymer; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

36. Tatsuya Uchida, Yu Tokita, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Intramolecular transfer propensities of Pd 
catalysts with bulky phosphine ligand in Suzuki-Miyaura coupling polymerization; 5th Frontiers in Polymer 
Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

37. Tsuyoshi Namekawa, Ryouichi Okabayashi, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Control over molecular 
weight and end-functional groups of polycarbonate by means of cross metathesis of cyclic polycarbonate 
with functional exchange reagent; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

38. Asuka Kojima, Shintarou Narumi, Yoshihiro Ohta, Koichiro Mikami, Tsutomu Yokozawa: Kumada-Tamao 
coupling polymerization of o-bromophenylene Grignard monomer; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 
年 5 月 (Seville). 

39. Yoshihiro Ohta, Yuji Abe, Eisuke Baba, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of well-defined, amphiphilic block 
copolymers consisting of hydrophobic and hydrophilic hyperbranced polyamides and its self-assembly in 
water; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

40. (*177) Geng Zhang, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Reinvestigation of functionalization at one end of 
P3HT with ethynyl group and synthesis of diblock copolymer of P3HT and poly(2-ethyl-2-oxazoline) by 
means of click reaction; 5th Frontiers in Polymer Science, 2017 年 5 月 (Seville). 

41. Tsuyoshi Namekawa, Ryouichi Okabayashi, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Control of Molecular 
Weight and End-Functional Groups by Cross Metathesis of Cyclic Unsaturated Polycarbonate Obtained by A2 
+ B2 Polycondensation; The 11th SPSJ International Polymer Conference (IPC 2016), 2016 年 12 月 
(Fukuoka). 

42. Yu Tokita, Kentarou Kosaka, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Catalyst-Transfer Condensation 
Polymerization of Thiophene-Fluorene Biaryl Monomer with AmPhosPd Catalyst; The 11th SPSJ 
International Polymer Conference (IPC 2016), 2016 年 12 月 (Fukuoka). 

43. Ami Morimitsu, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Optimization of synthesis of polypeptides by means of 
chain-growth condensation polymerization of amino acid monomers immobilized on polynorbornene 
support; The 11th SPSJ International Polymer Conference (IPC 2016), 2016 年 12 月 (Fukuoka). 

44. Ryouichi Okabayashi, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of Block Copolymers of Polyester and 
Polystyrene via Cross Metathesis of Cyclic Unsaturated Polyesters with Difunctional Olefins; The 11th SPSJ 
International Polymer Conference (IPC 2016), 2016 年 12 月 (Fukuoka). 
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45. Yoshihiro Ohta, Yuji Abe, Eisuke Baba, Tsutomu Yokozawa: Synthesis and self-assembly of amphiphilic 

block copolymers consisting of hydrophilic and hydrophobic hyperbranched polyamides; The 11th SPSJ 
International Polymer Conference (IPC 2016), 2016 年 12 月 (Fukuoka). 

46. 行川 毅, 岡林 龍一, 太田 佳宏, 横澤 勉: A2 + B2 縮合重合によって得られる不飽和環状ポリカーボ

ネートのメタセシス交換反応による分子量と末端官能基制御; 第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016, 2016 年 
11 月 (東京). 

47. 時田 遊, 小坂 研太郎, 太田 佳宏, 横澤 勉: 触媒の分子内移動を利用したチオフェン−フルオレン交

互共重合体の精密合成における触媒特性; 第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016, 2016 年 11 月 (東京). 
48. 小坂 研太郎, 南條 小鉄, 太田 佳宏, 横澤 勉: 触媒の分子内および分子間移動を利用した A2 + B2 

型重縮合に適した Pd 触媒の検討; 第 65 回高分子討論会, 2016 年 9 月 (神奈川). 
49. 太田佳宏, 中里圭佑, 廣田俊城, 横澤 勉: Ni 触媒を用いたチエニレン－フェニレン二芳香環 AB2 モノ

マーの熊田-玉尾カップリング触媒移動型重合; 第 65 回高分子討論会, 2016 年 9 月 (神奈川). 
50. 太田佳宏, 安部裕司, 馬場英輔, 横澤 勉: 親水性ハイパーブランチポリアミドと疎水性ハイパーブランチ

ポリアミドとの両親媒性ブロック共重合体の合成と水中での自己組織化; 第 65 回高分子討論会, 2016 
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ンとポリチオフェンとのブロック共重合体の合成; 第 63 回高分子学会年次大会, 2014 年 5 月 (名古

屋). 
121. 高辻 孝信, 信田 恭平, 野嶋 雅貴, 太田 佳宏, 横澤 勉: 置換基効果型連鎖縮合重合によるシアノ

基置換ポリフェニレンビニレンの合成; 第 63 回高分子学会年次大会, 2014 年 5 月 (名古屋). 
122. 細谷 和弘・太田 佳宏・横澤 勉: 制御されたハイパーブランチポリアミドとポリメタクリル酸メチルとのブ

ロック共重合体の合成とミクロ相分離構造の検討; 第 63 回高分子学会年次大会, 2014 年 5 月 (名古

屋). 
123. Toshihiko Sugiura, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of End-Functionalized Polyesters by Mean 

of Polycondensation with a Solid-Phase End-Capping Reagent; 3rd International Symposium on 
Controlled/Living Polymerization from Synthesis to Application, 2014 年 5 月 (Antalya). 

124. Kentarou Kosaka, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Investigation of Ni-Catalyst-Transfer 
Suzuki-Miyaura Coupling Polymerization for the Synthesis of Poly (3-hexylthiophene); 3rd International 
Symposium on Controlled/Living Polymerization from Synthesis to Application, 2014 年 5 月 (Antalya). 

125. Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Comparative Study of Catalysts for Catalyst-Transfer 
Condensation Polymerization; 3rd International Symposium on Controlled/Living Polymerization from 
Synthesis to Application, 2014 年 5 月 (Antalya). 

126. Masaru Katoh, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Investigation of Catalyst-Transfer Condensation 
Polymerization of Donor-Acceptor Biaryl Monomers by Means of Model Reactions; 3rd International 
Symposium on Controlled/Living Polymerization from Synthesis to Application, 2014 年 5 月 (Antalya). 

127. Yoshihiro Ohta, Chih-Feng Huang, Yi-Huan Lee, Chi-An Dai, Tsutomu Yokozawa: Synthesis and 
Self-Assembly of Polystyrene-b-Hyperbranched Polyamide with Defined Molecular Weight and Low 
Polydispersity; 3rd International Symposium on Controlled/Living Polymerization from Synthesis to 
Application, 2014 年 5 月 (Antalya). 

128. Jun Matsuda, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Synthesis of Defect-Free Graft Polymer with Low 
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Polydispersity by Radical Polymerization of Well-Defiend Hyperbranched Polyamide Macromonomer; 3rd 
International Symposium on Controlled/Living Polymerization from Synthesis to Application, 2014 年 5 月 
(Antalya). 

129. 野嶋 雅貴, 太田 佳宏, 横澤 勉: 炭素-炭素二重結合と芳香環との共役モノマーの触媒移動型連鎖縮

合重合におけるモデル反応の検討; 日本化学会第 94 春季年会, 2014 年 3 月 (名古屋). 
130. 加藤 将, 太田 佳宏, 横澤 勉: ドナー・アクセプター二芳香環モノマーの触媒移動型重合におけるモデ

ル反応の検討; 日本化学会第 94 春季年会, 2014 年 3 月 (名古屋). 
131. (*110) 井上 拓斗, 太田 佳宏, 荒井 義明, 金仁華, 横澤 勉: キラルシリカ表面からポリ(アルキルチ

オフェン) への不斉転写; 日本化学会第 94 春季年会, 2014 年 3 月 (名古屋). 
132. Masataka. Nojima, Ryosuke Saito, Yoshihiro Ohta, and Tsutomu Yokozawa: Investigation of Heck Coupling 

Polymerization for the Synthesis of Poly(phenylenevinylene) as a Catalyst-Transfer Chain-Growth 
Polymerization; International Symposium on Ionic Polymerization 2013, 2013 年 9 月 (淡路島). 

133. Yoshihiro Ohta, Kento Sakurai, Jun Matsuda, and Tsutomu Yokozawa: Synthesis of Well-Defined 
Water-Soluble Hyperbranched Polyamides by Chain-Growth Condensation Polymerization of AB2 TEG Ester 
Monomer; International Symposium on Ionic Polymerization 2013, 2013 年 9 月 (淡路島). 

134. 杉浦 利彦, 太田 佳宏, 横澤 勉: 固相反応剤を用いる重縮合による末端官能基化ポリエステルの合

成; 平成 25 年度 未踏科学サマー道場, 2013 年 9 月 (逗子). 
135. 野嶋 雅貴, 太田 佳宏, 横澤 勉: 炭素-炭素二重結合と芳香環との共役モノマーにおける触媒移動型

縮合重合性の検討; 平成 25 年度 未踏科学サマー道場, 2013 年 9 月 (逗子). 
136. 小坂 研太郎, 太田 佳宏, 横澤 勉: Ni 触媒を用いた鈴木-宮浦カップリング触媒移動型縮合重合; 平

成 25 年度 未踏科学サマー道場, 2013 年 9 月 (逗子). 
137. 太田 佳宏, 櫻井 健人, 松田 潤, 横澤 勉: トリエチレングリコールエステルを持つ AB2 モノマーの連

鎖縮合重合による分子量と分子量分布の制御された水溶性ハイパーブランチポリアミドの合成; 第 62 
回高分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 

138. 松田 潤, 太田 佳宏, 横澤 勉: 分子量および分子量分布の制御されたハイパーブランチポリアミドマク

ロモノマーのラジカル重合によるグラフトポリマーの合成; 第 62 回高分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 
139. 野嶋 雅貴, 太田 佳宏, 横澤 勉: 触媒移動型連鎖縮合重合によるポリスチルベンの合成」, 第 62 回高

分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 
140. 小坂 研太郎, 太田 佳宏, 横澤 勉: Ni 触媒を用いた鈴木-宮浦カップリング触媒移動型重合によるポリ 

3 へキシルチオフェンの合成検討; 第 62 回高分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 
141. 佐野 勇太, 太田 佳宏, Victor Maurizot, Ivan Huc, 横澤 勉: キノリンポリアミドの合成とその二次構造

の検討; 第 62 回高分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 
142. 杉浦 利彦, 太田 佳宏, 金仁華, 横澤 勉: 固相反応剤を用いた AA +BB 縮合重合によるポリエステ

ルの片末端制御; 第 62 回高分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 
143. 加藤 将, 太田 佳宏, 横澤 勉: モデル反応によるドナー－アクセプター二芳香環モノマーの触媒移動

型連鎖縮合重合の検討; 第 62 回高分子討論会, 2013 年 9 月 (金沢). 
144. Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta, and Tsutomu Yokozawa: Investigation of Catalyst-Transfer Condensation 

Polymerization of Aromatic Monomers Containing C-C Double Bond; 11th International Symposium on 
Functional π-Electron Systems, 2013 年 6 月 (Arcachon). 

145. Kentarou Kosaka, Yoshihiro Ohta, and Tsutomu Yokozawa: The Effect of Water on Suzuki-Miyaura 
Catalyst-Transfer Condensation Polymerization; 11th International Symposium on Functional π-Electron 
Systems, 2013 年 6 月 (Arcachon). 

146. 松田 潤, 太田 佳宏, 横澤 勉: 分子量および分子量分布の制御されたハイパーブランチポリアミドを含

むグラフトポリマーの合成; 第 62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京都). 
147. 櫻井 健人, 太田 佳宏, 横澤 勉: トリエチレングリコールエステル末端を有する分子量と分子量分布の

制御された水溶性ハイパーブランチポリアミドの合成; 第 62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京
都). 

148. 野嶋 雅貴, 太田 佳宏, 横澤 勉: 炭素-炭素二重結合と芳香環との共役モノマーにおける触媒移動型

縮合重合性の検討; 第 62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京都). 
149. 杉浦 利彦, 矢島 大輔, 高橋 昌史, 太田 佳宏, 横澤 勉: 固相反応剤を用いる重縮合による末端官

能基化ポリエステルの合成; 第 62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京都). 
150. 穐山 莉奈, 郭 紹, 岡田 佑太, 七島 祐, 太田 佳宏, 横澤 勉: 触媒移動型縮合重合によるポリチア

ゾールの合成検討; 第 62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京都). 
151. 佐野 勇太, 太田 佳宏, V. Maurizot, I. Huc, 横澤 勉: 主鎖にキノリン骨格を持つらせんまたはジグザグ

構造のポリアミドの合成; 第 62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京都). 
152. 小坂 研太郎, 太田 佳宏, 横澤 勉: Ni 触媒を用いた鈴木-宮浦カップリング触媒移動型縮合重合; 第 
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62 回高分子学会年次大会, 2013 年 5 月 (京都). 

池原飛之 
1. (*169) 池原飛之，片岡利介，小菅大樹，小林翼，固体表面にグラフトされた結晶性高分子のラメラ形態と

結晶化速度，第 66 回高分子討論会，2I03 (松山，2017. 9) 
2. 片岡利介，伊藤和也，加藤曜，池原飛之，Poly(ε-caprolactone)/poly(methyl methacrylate)ブレンドにおける

メルト反応と核形成，第 66 回高分子討論会，2I10 (松山，2017. 9) 
3. 石﨑祐希，片岡利介，池原飛之，結晶性トリブロックコポリマーの合成と球晶成長速度の解析，第 66 回高

分子討論会，1Pb042 (松山，2017. 9) 
4. 片岡利介，守野優介，岸野将大，池原飛之，Poly(L-lactic acid)/poly(D-lactic acid)ブレンドにおけるステレ

オコンプレックス球晶と PLLA 球晶の形成ダイナミクス，第 66 回高分子討論会，1Pa043 (松山，2017. 9) 
5. (*170) 岡 里 沙 子 ， 池 原 飛 之 ， 片 岡 利 介 ． シ リ コ ン 基 板 表 面 に グ ラ フ ト さ れ た poly(butylene 

succinate)-block-poly(ethylene oxide)の結晶化，第 66 回高分子討論会，2Pe055 (松山，2017. 9) 
6. 鈴木祐太，片岡利介，池原飛之，ポリアミドのシリコン基板へのグラフト及び結晶化，第 66 回高分子討論

会，2Pf056 (松山，2017. 9) 
7. 矢口翔剛，池原飛之，片岡利介，結晶性高分子及び架橋した非晶性高分子からなるプロトン交換膜の物

性，第 66 回高分子討論会，2Pf088 (松山，2017. 9) 
8. 矢口翔剛，片岡利介，池原飛之，結晶性高分子からなる薄膜の作製とプロトン伝導度，第 66 回高分子学

会年次大会，1Pf084 (千葉，2017. 5) 
9. 岡里沙子，片岡利介，池原飛之，固体表面にグラフトされたブロックコポリマーの結晶モルフォロジー，第

66 回高分子学会年次大会，2Pd058 (千葉，2017. 5) 
10. ＊鈴木祐太，片岡利介，池原飛之，ポリアミドのシリコン基板へのグラフトと結晶化，第 66 回高分子学会年

次大会，2Pc059 (千葉，2017. 5) 
11. 片岡利介，伊藤和也，加藤曜，池原飛之，Poly(ε-caprolactone)/poly(methyl methacrylate)リアクティブブレ

ンドにおける相挙動と結晶化速度，第 66 回高分子学会年次大会，3Pb036 (千葉，2017. 5) 
12. 石﨑祐希，片岡利介，池原飛之，結晶性ブロックコポリマーの合成と球晶成長速度の解析，第 66 回高分子

学会年次大会，3Pa041 (千葉，2017. 5) 
13. (*171) 片岡利介，榊原優，岡村謙志郎，池原飛之，“固体表面にグラフトされたポリエステル結晶のモルフ

ォロジー”，第 65 回高分子学討論会，2016 年 9 月，横浜． 
14. 矢口翔剛，片岡利介，池原飛之，“結晶性高分子からなる薄膜の成膜とプロトン伝導度”，第 65 回高分子

学討論会，2016 年 9 月，横浜． 
15. 伊藤大記，片岡利介，池原飛之，“結晶性ブロック共重合体における球晶成長速度の解析”，第 65 回第 65

回高分子学会年次大会，2016 年 5 月，神戸． 
16. 稲木翔一，片岡利介，池原飛之，“光切断可能なブロックコポリマーの合成と球晶成長速度”，第65 回第65

回高分子学会年次大会，2016 年 5 月，神戸． 
17. (*172) 片岡利介，岡村謙志郎，榊原優，池原飛之，“ポリエステルのシリコン基板へのグラフトと結晶化”，

第 65 回第 65 回高分子学会年次大会，2016 年 5 月，神戸． 
18. 矢口翔剛，片岡利介，池原飛之，“結晶性高分子からなる薄膜の製膜条件とプロトン伝導性”，第 65 回第

65 回高分子学会年次大会，2016 年 5 月，神戸． 
19. (*173) 池原飛之，小菅大樹，片岡利介，“基板表面にグラフトされた結晶性高分子鎖が示す樹状結晶構

造”，第 64 回高分子討論会，2015 年 9 月，仙台． 
20. 片岡利介，平賀真理子，山中春美，池原飛之，“結晶性ポリスチレンからなるプロトン交換膜の作製とプロト

ン伝導”，第 64 回高分子討論会，2015 年 9 月，仙台． 
21. 片岡利介，小菅大樹，池原飛之，“シリコン基板にグラフトされた poly(ε-caprolactone)結晶のモルフォロジ

ー”，第 64 回高分子討論会，2015 年 9 月，仙台． 
22. 伊藤大記，今井康晴，片岡利介，池原飛之，“相溶性ブロックコポリマーにおける球晶成長速度の解析”，

第 64 回高分子討論会，2015 年 9 月，仙台． 
23. 稲木翔一，片岡利介，池原飛之，“結晶性/結晶性ブロックコポリマーにおけるブロック間結合があたえる球

晶成長速度の影響”，第 64 回高分子討論会，2015 年 9 月，仙台． 
24. 片岡利介、平賀真理子、中川祐希、池原飛之、“結晶成分を含有する高分子膜のスルホン化とプロトン伝

導性”, 平成 27 年度繊維学会年次大会、東京 (2015 年 6 月). 
25. 稲木 翔一,片岡 利介,池原飛之, “光切断可能な結晶性/結晶性ブロックコポリマーの合成と球晶成長速

度”, 第 64 回高分子学会年次大会, 札幌 (2015 年 5 月). 
26. 伊藤 大記,片岡 利介,池原飛之, “poly(ethylene succinate)-block-poly(ethylene oxide)の結晶化に低融点成

分が与える影響”, 第 64 回高分子学会年次大会, 札幌 (2015 年 5 月). 
27. 池原飛之,瀬谷 悠平,片岡 利介, “高融点成分のガラス転移温度付近における相互侵入球晶の形成とそ
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のモルフォロジー”, 第 64 回高分子学会年次大会, 札幌 (2015 年 5 月). 

28. 片岡利介，大安恵太郎，池原飛之，“結晶性/非晶性ブロックコポリマーの結晶化条件がプロトン伝導性に

与える影響”，第 63 回高分子討論会，高分子学会予稿集，63，(2)，5871-5872，2014 年 9 月，長崎． 
29. 片岡利介，中村駿，小杉亮，池原飛之，“シリコン基板にグラフトされた高分子の結晶形態の観察”，第 63

回高分子討論会，高分子学会予稿集，63，(2)，5013-5014，2014 年 9 月，長崎． 
30. 伊藤大記，片岡利介，池原飛之，“poly(butylene succinate)-block-poly(ethylene oxide)の結晶化に低融点

成分が与える影響”，第 63 回高分子討論会，高分子学会予稿集，63，(2)，5095-5096，2014 年 9 月，長崎． 
31. 片岡利介，平讃詩，池原飛之，“Poly(L-lactic acid)を有するポリマーブレンドの結晶形態と球晶成長速

度”，第 63 回高分子討論会，高分子学会年次大会，63，(2)，5097-5098，2014 年 9 月，長崎． 
32. 稲木翔一，片岡利介，池原飛之，“結晶性/結晶性の poly(ethylene succinate)と poly(ethylene oxide)からな

るブロックコポリマーの光切断及び球晶成長速度の解析”，第 63 回高分子討論会，高分子学会年次大会，

63，(2)，5101-5102，2014 年 9 月，長崎． 
33. 稲木翔一，片岡利介，池原飛之，“結晶性/結晶性ブロックコポリマーの光切断及び球晶成長速度の解

析”，平成 26 年度繊維学会年次大会，繊維学会予稿集，69，(1)，2P121，2014 年 6 月，東京． 
34. 伊藤大記，片岡利介，池原飛之，“ブロックコポリマー中の低融点成分が結晶化に与える影響”，平成 26 年

度繊維学会年次大会，繊維学会予稿集，69，(1)，2P122，2014 年 6 月，東京． 
35. 池原飛之，片岡利介，“パルス法 NMRによる相互侵入球晶の結晶化度の解析”，第63回高分子学会年次

大会，高分子学会予稿集，63，(1)，1663-1664，2014 年 5 月，名古屋． 
36. 大安恵太郎，片岡利介，池原飛之，“DMFC への適用に向けた芳香族ポリアミドブロックコポリマーのプロト

ン伝導特性”，第 63 回高分子学会年次大会，高分子学会予稿集，63，(1)，2647-2648，2014 年 5 月，名古

屋． 
37. 大安 恵太郎, 池原飛之, 片岡 利介, “プロトン交換膜への適応に向けた芳香族ポリアミドを有するブロッ

クコポリマー”, 第 62 回高分子討論会, 1L11 (2013 年 9 月 11 日, 金沢). 
38. 門倉 大, 片岡 利介, 池原飛之, “相溶の結晶性/結晶性ブロックコポリマーにおける結晶化とラメラ構造”, 

第 62 回高分子討論会, 1Pe051 (2013 年 9 月 11 日, 金沢). 
39. 片岡 利介, 武井 優作, 池原飛之, “結晶性ブロックコポリマーにおけるプロトン伝導の結晶化温度依存

性”, 第 62 回高分子討論会, 1Pf052 (2013 年 9 月 11 日, 金沢). 
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合成” 第 61 回 高分子研究発表会 A15 (2015/07/17)  (神戸市) 口頭発表 
(57) 小路 晋矢、工藤宏人、"ビスエポキシドと t-ブチルカリックス[n]アレーン(n=4,6,8)との重付加反応による分

子チューブ状ポリマーの合成と機能"  第 64 回高分子年次大会 3G14 (2015). 2015 年 5 月、札幌 
(58)竹田 紘也、工藤宏人、” ノルボルナジエン残基を有する環状化合物類の合成とそれらの光異性化反応に

よる屈折率変化挙動”  第 64 回高分子年次大会 1H11 (2015). 2015 年 5 月、札幌 
(59)山川 進二、工藤宏人、”主鎖にカリックスアレーン構造を有するポリチオエステルの合成と性質” 第 64 回

高分子年次大会 1Pf040 (2015). 2015 年 5 月、札幌 
(60) S. Matsubara, H. Kudo, T.Watanabe, K. Emura, and H. Kinoshita, " Novel EUV Resist Materials based on 
Noria (Water-wheel Like Cyclic Oligomer) Derivatives with Pendant Ethoxy and Adamantyl Ester Groups" 26th 
International and Microprocesses and Nanotechnology Conference 7P-7-6 (2014).   
(61)松原周平・高石太樹・工藤宏人、"極端紫外線用レジスト材料の応用を目指したハイパーブランチポリアセタ

ールの合成と機能" 第６３回 高分子討論会、1M03、(2014). 2014 年 9 月、長崎 
(62) 工藤宏人、歩谷健太郎、"ε-カプロラクタムとエポキシドとの開環共重合による熱硬化システムの開発"第６

３回 高分子討論会、2N01、(2014). 2014 年 9 月、長崎 
(63) 工藤宏人、樽井規人、" t-ブチルカリックス[8]アレーンを基盤としたポリカプセルの合成と性質" 第６３回 

高分子討論会。1C12、(2014). 2014 年 9 月、長崎 
(64) 樽井 規人、工藤宏人、"ｔ-ブチルカリックスアレーンと α,ω-酸クロライドとの重縮合による主鎖に分子内空

孔を有するポリエステルの合成と性質" 第 63 回高分子年次大会 3C11(2014). 2014 年 9 月、長崎 
(65)高石 太樹、工藤宏人、"シクロデキストリン類と 1,4-ジビニロキシシクロヘキサンとの重付加反応による主

鎖にシクロデキストリン骨格を有するポリアセタールの合成と性質”第 63 回高分子年次大会 1D25 (2014). 
2014 年５月、名古屋 
(66) (*168) 井上大輔、工藤宏人、” ビス(4-ヒドロキシフェニル）テルリウムジクロリドとビス酸クロリドとの縮合

反応による含テルルポリエステルの合成と性質” 第 63 回高分子年次大会 1D26 (2014). 2014 年５月、名古屋 
(67)山川 進二、工藤宏人、”t-ブチルカリックス[4]アレーンとビス活性エステル類とのエステル交換反応による

ポリエステルの合成と性質” 第 63 回高分子年次大会 1D27 (2014). 2014 年５月、名古屋 
(68)工藤宏人、村田有加、”ε-カプロラクタムの開環重合を利用した新規エポキシ樹脂硬化システムの開発” 第 
63 回高分子年次大会 2E08 (2014). 2014 年５月、名古屋 
(69)高石太樹、工藤宏人、"主鎖分解型ハイパーブランチポリアセタールの合成と応用"第 62 回高分子討論会 
2pf022 (2013). 2013 年 9 月、金沢 
(70) (*169) 井上大輔、工藤宏人、"四塩化テルルと芳香族化合物類との縮合反応による含テルルポリマーの

合成"第 62 回高分子討論会 1E09 (2013). 2013 年 9 月、金沢 
(71)樽井 規人、工藤宏人、"An+B2 (n =4,6,8)型重合反応による主鎖に空孔を有るポリマーの合成と性質" 第

62 回高分子討論会 1S14(2013). 2013 年 9 月、金沢 
(72)松原周平、工藤宏人、"環状オリゴマーを基盤とする 1Xnm 級の解像性を有する極端紫外線レジスト材料の

開発" 第 62 回高分子討論会 3R12 (2013). 2013 年 9 月、金沢 
(73)片岡 利介、工藤宏人、池原飛之、"巨大分子 noria とポリエーテルの相互作用と錯体形成"第６２回高分子

年次大会、1G05（2013). 2013 年 5 月、京都 
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(74)樽井 規人、工藤宏人"t-ブチルカリックス[8]アレーンを主鎖に有するポリエステルの合成と特性” 第６２回

高分子年次大会、1Pf038 (2013). 2013 年 5 月、京都 
(75) (*170) 井上大輔、工藤宏人、"四塩化テルルとトリフェニルメタンの縮合反応による含テルルポリマーの 
合成"第６２回高分子年次大会、2Pb032 (2013). 2013 年 5 月、京都 
(76)岩田 信司、 工藤宏人”ノルボルナジエン残基を側鎖に有するノーリア誘導体の合成と特性” 第６２回高

分子年次大会、 2Pc083 (2013).  2013 年 5 月、京都 
早川晃鏡 
1. Evolution of Ordered Patterns and Defects in Strongly-Segregating Block Copolymer Thin Film Surfaces and 

Cross-Sections, 精密ネットワークポリマー研究会第 11 回若手シンポジウム, Alvin Chandra, Teruaki 
Hayakawa, 2018/03/11, 東京． 

2. In-Chain Functionalized Poly(Styrene)-b-Poly(Methyl Methacrylate) using 1,1-Diphenylethylene Derivatives, 
精密ネットワークポリマー研究会第 11 回若手シンポジウム, Kevin Wylie, Teruaki Hayakawa, 2018/03/11, 
東京． 

3. フッ素含有アルキル鎖導入による PS-b-P2VP のサブナノ界面構造制御，精密ネットワークポリマー研究会

第 11 回若手シンポジウム, 安形佳宏, 早川晃鏡 2018/03/11, 東京． 
4. 優れた酸素プラズマエッチング耐性比を示すシリコン含有ブロック共重合体の創製と垂直配向制御, 第 7

回 CSJ 化学フェスタ 2017, 山崎星奈，早川晃鏡，2017/10, 船堀． 
5. Single-digit Nanometer Polysiloxane-based Block Copolymers : Design, Synthesis, and Perpendicular 

Orientation Control, 255th ACS National Meeting, Seina Yamazaki, Teruaki Hayakawa, 2018/03, New 
Orleans, USA. 

6. Bulk and Thin Film Morphological Studies of Fluorine-containing Block Copolymers Synthesized via RAFT, 
Alvin Chandra, Teruaki Hayakawa, IUPAC-PSK40 Conference on Advanced Polymeric Materials, 2015/10, 
Cheju, South Korea. 

7. Time-Lapsed AFM Observations of the Evolution of Perpendicular Lamellae in Thermally-Annealed BCP 
Thin Films, Alvin Chandra, Teruaki Hayakawa, 第 66 回高分子討論会, 2017/09/21, 愛媛. 

8. Synthesis and Morphology Study of Polysiloxane-based Triblock Copolymers, Lei Dong, Teruaki Hayakawa, 
第 66 回高分子討論会, 2016/09/21, 愛媛. 

9. Vertical Oriented Lamellar Formation of Fluorine- and Silicon-containing Block Copolymers without Neutral 
Layers, Hiroki Takano, Lei Wang, Yuki Tanaka, Rina Maeda, Naoko Kihara, Yuriko Seino, Hironobu Sato, 
Yoshiaki Kawamonzen, Ken Miyagi, Shinya Minegishi, Tsukasa Azuma, Christopher K. Ober, Teruaki 
Hayakawa, The 32nd International Conference of Photopolymer Science and Technology, 2015/6/25, Makuhari 

10. Soft-templating Preparation of Well-ordered Mesoporous Polyimides, Teruaki Hayakawa, Kenta Okuhara, 
Rina Maeda, Yuanyuan Liu, Xiaolin Wang, IUPAC Macro2014, 2014/7/6-11, Thailand 

11. DSA 材料を目指したシルセスキオキサン含有ブロック共重合体の開発、早川晃鏡、NGL ワークショップ次

世代ナノリソグラフィ技術研究会、2014/7/17, 東京 
12. Sub-10 nm 垂直配向ラメラ構造の形成に向けたブロック共重合体の設計、早川晃鏡、NGL ワークショップ次

世代ナノリソグラフィ技術研究会、2015/7/6, 東京 
13. 全芳香族ポリイミド膜における周期的ナノ構造および多孔構造の創成、早川晃鏡、第６３回高分子討論会, 

2014/9/24, 長崎 
14. レゾール硬化による新奇なブロック共重合体ナノ相分離構造の創成、早川晃鏡、田中雄貴、前田利菜、第

６３回高分子討論会, 2014/9/24, 長崎 
15. メソポーラス構造を用いたシリコンナノクリスタルの合成、久保田翔、早川晃鏡、第６３回高分子学会年次

大会, 2014/5/29, 名古屋 
16. 合成的視点から考えるブロック共重合体相分離界面制御とナノ構造の創成、早川晃鏡、前田利菜、加藤史

修、後関頼太、第６２回高分子討論会, 2013/9/11, 金沢 
17. レゾールとオリゴイミドによるネットワークポリマーを基にした高周期性窒素含有メソポーラス炭素材料の創

製、LIU Yuanyuan、大西行志、奥原健太、前田利菜、WANG Xiolin、早川晃鏡、第６２回高分子討論会, 
2013/9/11, 金沢 

18. Sub-10nm 級リソグラフィを指向した自己組織化 POSS 含有オリゴマー、WANG Lei、石田良仁、前田利菜、

早川晃鏡、第６２回高分子討論会, 2013/9/11, 金沢 
19. レゾールを添加したブロック共重合体によるナノポーラス自己支持膜の創製, 田中雄貴, 早川晃鏡，前田

利菜 第６２回高分子学会年次大会, 2013/5/29, 京都 
20. 高分子薄膜における表面官能基パターニングを指向した新規側鎖型液晶性高分子の合成と構造解析、鵜

城俊、前田利菜、早川晃鏡、第６２回高分子学会年次大会, 2013/5/29, 京都 
21. 線端構造揺らぎの低減を目指した POSS 含有ブロック共重合体の界面構造制御、杉本晋、前田利菜、早川

晃鏡、第６２回高分子学会年次大会, 2013/5/29, 京都 
22. POSS 含有トリブロック共重合体のミクロ相分離構造形成、加藤史修、前田利菜、早川晃鏡、第６２回高分
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子学会年次大会, 2013/5/29, 京都 

澤口孝志 
1. 無機マテリアル学会第 132 回学術講演会、澤口孝志、新規高分子ナノ複合材料、船橋、2016 年 6 月 

2. 科学技術者フォーラムＨ29 年2 月度セミナー（第176回）、澤口孝志、プラスチックの機能化技術の最前線、

東京、2017 年 2 月 

3. 第 4 回高分子学会グリーケミストリー研究会シンポジウム、山下博， 竹原佑哉，波多野杏，佐々木大輔，

星徹，萩原俊紀，澤口孝志、PP の精密熱分解生成物を用いた新規複合材料分散剤の開発、東京、2015

年 8 月. 

4. 第 4 回高分子学会グリーケミストリー研究会シンポジウム、蔡業鱗，佐々木大輔，山下博，星徹，萩原俊

紀，澤口孝志、精密熱分解によって調整した末端反応性ポリプロピレンを用いたポリマーブレンドの物性、

東京、2015 年 8 月. 

5. 第 64 回高分子学会年次大会、山下博，平松達朗，渡邊保奈美，佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝

志、ポリオレフィンブロック共重合体系アイオノマーにおけるイオン凝集体の熱特性、札幌、2015 年 5 月. 

6. 第 64 回高分子学会年次大会、木村 貴裕，漆崎美智遠，坂口壽一，橋本保，澤口孝志，佐々木大輔、ポリ

スチレンの熱分解生成物スチレンダイマーおよびスチレントリマーと N-置換マレイミドとのラジカル重合、札

幌、2015 年 5 月. 

7. 日本化学会第 95 年会、山下博，平松達朗，渡邉保奈美，佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝志、トリブ

ロック共重合体アイオノマー-におけるイオン凝集体の熱物性に及ぼす水の影響、船橋、2015 年 3 月. 

8. 第 63 回高分子討論会、山下 博，佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝志、ポリプロピレン共重合体系ア

イオノマーにおけるイオン凝集体の形成に与える水の影響、長崎、2014 年 9 月. 

9. 第 3 回高分子学会グリーケミストリー研究会シンポジウム、佐々木大輔，山下博，渡邉保奈美，鈴木義弘，

星徹，萩原俊紀，澤口孝志、ポリオレフィン精密熱分解生成物を用いた新規アイオノマーの合成、東京、

2014 年 8 月. 

10. 第 63 回高分子学会年次大会、木村貴裕，漆崎美智遠，坂口壽一，橋本保，澤口孝志，佐々木大輔、ポリ

スチレンの熱分解生成物スチレンダイマーおよびスチレントリマーのラジカル共重合、名古屋、2014 年 5 月. 

11. 第 63 回高分子学会年次大会、澤口孝志，佐々木大輔，山下博，渡邉保奈美，平松達朗，柴野のぞみ，星

徹，萩原俊紀、ポリオレフィン系トリブロック共重合体中のイオン会合体の形成と崩壊に関する新機構、名

古屋、2014 年 5 月. 

12. 第 63 回高分子学会年次大会蔡業鱗， 佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝志、ポリプロピレン/末端反

応性ポリプロピレンブレンドの物性、名古屋、2014 年 5 月. 

13. 日本化学会第 94 年会、山下博，佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝志、ポリオレフィン系共重合体アイ

オノマー中のアクリル酸ブロック鎖の熱的性質、名古屋、2014 年 3 月. 

14. 第 62 回高分子討論会、山下博， 水口翔平，佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝志、トリブロック共重合

体系アイオノマー中の酸ブロック鎖の熱挙動、金沢、2013 年 9 月. 

15. 第 62 回高分子討論会、木村貴裕，漆崎美智遠，坂口壽一，橋本保，澤口孝志，佐々木大輔、ケミカルリサ

イクルのためのポリスチレン熱分解生成物スチレンダイマーとスチレントリマーのラジカル重合：無水マレイ

ン酸との共重合、金沢、2013 年 9 月. 

16. 第 62 回高分子学会年次大会、山下博， 水口翔平，佐々木大輔，星徹，萩原俊紀，澤口孝志、ポリプロピ

レン－ポリアクリル酸共重合体系アイオノマーの熱挙動、名古屋 2013 年 5 月. 

17. 第 62 回高分子学会年次大会、木村貴裕，漆崎美智遠，坂口壽一，橋本保，澤口孝志，佐々木大輔、ポリ

スチレンの熱分解生成物スチレンダイマーと無水マレイン酸のラジカル共重合、名古屋 2013 年 5 月. 

 

招待講演 
1. 横澤 勉: 金属触媒の分子内移動を利用した共役系高分子の末端官能基化; 第 66回高分子討論会, 2017 

年 9 月 (愛媛). 

2. 金仁華: 有機・無機固体材料におけるキラリティ転写のトリック, 第 12 回相模ケイ素・材料フォーラム, (神奈

川綾瀬 2017.8.30) 

3. Ren-Hua Jin, “Chemical Tricks in Solid Phase Chiral Transfer between Organics and Inorganics”, The 8th 
Chinese Molecular Chirality Symposium, 2017.10.13 （Fuzhou, China）. 

4. 金仁華: ポリエチレンイミンの化学：分子設計、自己組織化及びナノ・キラル材料,近畿大学分子

工学研究所（飯塚）2017.9.11. 

5. 岩倉いずみ: 反応に伴い化学結合が解離・生成する様子をみたいと思いませんか？; 女性技術者科学者

国際会議、2017 年 7 月 15 日 (横浜). 
6. 岩倉いずみ: 遷移状態分光法による化学反応の可視化; 資生堂女性研究者サイエンスグラント式典

2017、2017 年 7 月 7 日 (新橋). 
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7. Ren-Hua Jin, “Synthesis and Applications of Polyethyleneimines with Various Dimensional 

Structures”, IL-A04, 2016 International Symposium on Integrated Molecular / Materials Science 
& Engineering, Qingdao China (Oct. 14, 2016) 

8. 岩倉いずみ: 遷移状態分光法を利用した反応機構解析 新規素材探索研究会; 第 15 回セミナー、2016 年

6 月 (横浜). 
9. 岩倉いずみ: 反応遷移状態をみたいと思いませんか？  〜 5-fs パルス光を用いる遷移状態分光法による

反応機構解析 〜; 東海大学 工学部 生理活性物質・生体材料研究会 第２回講演会、 2016 年 3 月 4 日 
(平塚).   

10. Masataka Nojima, Kentarou Kosaka, Masaru Katoh, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Alternating 
Intramolecular and Intermolecular Catalyst-Transfer Condensation Polymerization; The 11th SPSJ International 
Polymer Conference (IPC 2016), 2016 年 12 月 (Fukuoka). 

11. 横澤 勉: 二種の二官能性モノマーを用いる一般的重縮合の制御; 東京工業大学物質理工学院講演, 2016 
年 11 月 (東京). 

12. 横澤 勉: 重縮合の基礎と最近の展開; 第 1 回ポリマーカレッジ, 2016 年 11 月 (名古屋). 
13. 横澤 勉: 縮合系高分子の精密合成と応用; 精密ネットワークポリマー研究会, 2016 年 4 月 (東京). 
14. Ren-Hua Jin, “Shape- and Chirality-Controlled Inorganic Nanomaterials Directed by Supramolecular 

Organic Templat”, Advanced Complex Inorganic NanoMaterials-2013, 15-19 July (Namur, Belgium) 

15. EMN Ultrafast Meeting、岩倉いずみ“Transition state spectroscopy of the reactions induced by coherent 
molecular vibration in the electronic ground state” Las Vegas、アメリカ、2015 年 11 月  

16. 一般社団法人日本女性科学者の会第 20回 奨励賞受賞記念講演会、岩倉いずみ、“遷移状態を含む光

反応・熱反応過程の直接観測に基づく反応機構解明” 東京、2015 年 5 月  

17. 日本化学会第 95 春季年会、岩倉いずみ、“コヒーレント分子振動励起による新規反応の開発と熱反

応に伴う分子構造変化の直接観測” 千葉、2015 年 3月  
18. Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Intramolecular Catalyst Transfer Behavior Depending 

on Transition Metal Catalysts in the Synthesis of Conjugated Polymers and Copolymers; 2015 International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015), 2015 年 12 月 (Honolulu, Hawaii). 

19. Masataka Nojima, Kentarou Kosaka, Masaru Katoh, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Alternating 
Intramolecular and Intermolecular Catalyst-Transfer Condensation Polymerization under Unstoichiometric 
Conditions; 14th Pacific Polymer Conference 14 (PPC14), 2015 年 12 月 (Kauai, Hawaii). 

20. Masataka Nojima, Kentarou Kosaka, Masaru Katoh, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Alternating 
Intramolecular and Intermolecular Catalyst-Transfer Suzuki-Miyaura Condensation Polymerization: Synthesis 
of Boronate-Terminated π-Conjugated Polymers; 13th Japan-Belgium Symposium on Polymer Science, 2015 
年 11 月 (Nara). 

21. 横澤 勉, 「触媒の分子内移動に基づく共役系高分子の精密合成」, 東京工業大学大学院有機･高分子物

質専攻講演, 2015 年 10 月 (大岡山). 
22. Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Controlled Synthesis of Conjugated Polymers via 

Intramolecular Transfer of Catalyst; IUPAC11th International Conference on Advanced Polymers via 
Macromolecular Engineering (APME 2015), 2015 年 10 月 (Yokohama). 

23. 横澤 勉, 「連鎖重合によるπ共役系高分子の合成化学」, 第 41 回高分子学会中国･四国支部高分子講

座, 2015 年 9 月 (松江). 
24. Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Palladium Catalyst Transfer on a Carbon-Carbon 

Double Bond; IUPAC-2015, 2015 年 8 月 (Busan). 
25. 横澤 勉, 「身近なプラスチックの作り方」, 最先端高分子:未来の夢をかなえる材料！ (高分子学会), 2015 

年 7 月 (早稲田). 
26. Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta, Tsutomu Yokozawa: Different Behavior of Intramolecular Transfer of 

Catalyst Depending on Transition Metal Catalysts; International Symposium on Ionic Polymerization 2015 
(IP’15), 2015 年 7 月 (Bordeaux). 

27. Tsutomu Yokozawa: Transition Metal Catalyst Transfer on Conjugated Polymers; Lecture at University of 
Bayreuth, 2015 年 6 月 (Bayreuth). 

28. Tsutomu Yokozawa, Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta: Different Behavior of Intramolecular Transfer of 
Catalyst and of Block Copolymerization in Catalyst-Transfer Condensation Polymerization with Various 
Transition Metal Catalysts; European Polymer Congress 2015 (epf DRESDEN 2015), 2015 年  6 月 
(Dresden). 

29. Tsutomu Yokozawa, Yutaka Nanashima, Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta: Catalyst-Transfer Condensation 
Polymerization of Acceptor Aromatic Monomers and of Carbon-Carbon Double Bond-Containing Monomers; 
Lecture at Dalian University of Technology, 2015 年 3 月 (Dalian). 

30. Tsutomu Yokozawa, Yutaka Nanashima, Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta: Catalyst-Transfer Condensation 
Polymerization of Acceptor Aromatic Monomers and of Donor Carbon-Carbon Double Bond-Containing 
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Monomers; Korea-Japan Joint Polymer Symposium 2014 ‘‘Functional Macromolecules’’, 2014 年 10 月 
(KAIST, Korea). 

31. 野嶋 雅貴, 太田 佳宏, 横澤 勉: 触媒移動型連鎖縮合重合における触媒の挙動; 第 15 回リング・チ

ューブ超分子研究会シンポジウム, 2014 年 10 月 (東京). 
32. 横澤 勉: 縮合重合におけるリビング重合; 第 1 回資源研フォーラム, 2014 年 10 月 (東京). 
33. 横澤 勉: 縮合系高分子やπ共役系高分子の精密合成; 高分子夏季大学, 2014 年 7 月 (東京). 
34. Tsutomu Yokozawa: Controlled Synthesis of Conjugated Polymers in Catalyst-Transfer Condensation 

Polymerization; Lecture at Ningbo Institute of Materials Technology & Engineering, Chinese Academy of 
Sciences, 2014 年 7 月 (Ningbo). 

35. Tsutomu Yokozawa, Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta: Intramolecular Transfer of Catalyst on 
Carbon-Carbon Double Bond and Aryl Group for the Synthesis of Well-Defined π-Conjugated Polymers 
Containing Vinylene Group’’; 8th International Symposium on High-Tech Polymer Materials (HTPM-VIII) 
2014 年 7 月 (Beijing). 

36. Tsutomu Yokozawa, Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta: Intramolecular Transfer of Catalyst on 
Carbon-Carbon Double Bond for the Synthesis of Well-Defined Conjugated Polymers; NIMS Conference 
2014 A Strong Future from Soft Materials, 2014 年 7 月 (つくば). 

37. Tsutomu Yokozawa, Masataka Nojima, Yoshihiro Ohta: Catalyst-Transfer Condensation Polymerization of 
Monomers Containing Carbon-Carbon Double Bond; 3rd International Symposium on Controlled/Living 
Polymerization from Synthesis to Application, 2014 年 5 月 (Antalya). 

38. 横澤 勉: 縮合系高分子の分子量制御：芳香族ポリアミドからπ共役系高分子まで; 富士フィルム吉田南

工場講演, 2013 年 10 月 (藤枝). 
39. Tsutomu Yokozawa: Controlled Synthesis of π-Conjugated Polymers; International Symposium on Ionic 

Polymerizaion 2013, 2013 年 9 月 (淡路島). 
40. Tsutomu Yokozawa: Development of Chain-Growth Condensation Polymerization Since Coming Back from 

Jeff's Group; 246th ACS National Meeting & Exposition, 2013 年 9 月 (Indianapolis). 
41. 横澤 勉: 縮合系高分子の分子量制御：連鎖縮合重合の開発; 平成 25 年度 未踏科学サマー道場, 

2013 年 9 月 (逗子). 
42. Tsutomu Yokozawa: Controlled Synthesis of π-Conjugated Polymers in Catalyst-Transfer Condensation 

Polymerization; 11th International Symposium on Functional π-Electron Systems, 2013 年  6 月 
(Arcachon). 

43. Tsutomu Yokozawa: Chemistry of Conjugated Polymers and Catalyst-Transfer Polymerization Part 1; Organic 
Electronics Summer School, 2013 年 5 月 (Biaritz). 

44. Tsutomu Yokozawa: Chemistry of Conjugated Polymers and Catalyst-Transfer Polymerization Part 2; Organic 
Electronics Summer School, 2013 年 5 月 (Biaritz). 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

1. 第 17 回ケイ素化学協会シンポジウム p063 2013 年 10 月 25－26 日(土）箱根 世話人、加部 義夫、

金 仁華(神奈川大学)、坂本 健吉（静岡大） 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

特になし 

 

１４ その他の研究成果等 
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特許出願 

金仁華 

1) 特願 2017-193913  パラジウム錯体固体、錯体触媒、及びそれらの製造方法 

2) 特願 2017- 83765 シリカ含有微粒子の製造方法、基材の表面に対するコーティング施工方法、及びゾルゲ

ル反応用触媒特願 

3) 特願 2017- 79314  キラルポリマーの製造方法、キラル炭素材料の製造方法、及びキラルポリマー 

4) 特願 2016-135051  シリカナノ粒子の製造方法、シリカナノ粒子、及び蛍光発光剤 

5) WO 2014068631 A1 キラルな金属酸化物構造体の製造方法、及びキラルな多孔質構造体 

6) 特開 2014-133689  キラルな金属酸化物構造体及びその製造方法 

7) 特願 2014-210572  キラルな固体金属及び固体複合体、並びにそれらの製造方法 

8) 特願 2014-159932  キラルな金属化合物構造体の製造方法、及び金属化合物構造体 

岡本専太郎 

特願 2018-013872  高分子化合物，項分子化合物の製造方法，有機エレクトロニクス材料，インク組成

物，有機エレクトロニクス素子，有機エレクトロルミネセンス素子，照明装置および表示装置 

山口和夫 

1) (*191) 特願 2018-045274、化合物、パターン形成用基板、光分解性カップリング剤、パターン形成方法及

びトランジスタの製造方法、（学校法人神奈川大学）山口和夫、伊藤倫子、（ニコン（株））川上 雄介、2017

年 10 月 11 日 

2) (*192) 特願2017-140046、化合物、パターン形成用基板、カップリング剤及びパターン形成方法（学校法人

神奈川大学）山口和夫、（ニコン（株））川上 雄介、2017 年 7 月 19 日 

3) (*193) 特願 2017-16229、化合物、パターン形成用基板、光分解性カップリング剤、パターン形成方法及び

トランジスタの製造方法、（学校法人神奈川大学）山口和夫、伊藤倫子、（ニコン（株））川上 雄介、2017年1

月 31 日 

4) (*194) 特願 2016-27241、含フッ素組成物、パターン形成用基板、光分解性カップリング剤、パターン形成

方法及びトランジスタの製造方法、（学校法人神奈川大学）山口和夫、（ニコン（株））川上 雄介、2016 年 2

月 16 日 

5) (*195) 特願 2015-257436、パターン形成方法及び対象物の被処理面の改質方法、（学校法人神奈川大

学）山口和夫、（ニコン（株））川上 雄介、2015 年 12 月 28 日 

6) (*196) 特願 2015-167060、シャーレ型細胞培養容器、（学校法人神奈川大学）山口和夫、伊藤倫子、山本

翔太、（国立研究開発法人物質・材料研究機構）中西淳、（ニイガタ（株））山本浩司、2015 年 8 月 26 日 

7) (*197) 特願 2016-094826、化合物、表面処理剤、及び表面処理方法、（学校法人神奈川大学）山口和夫、

2015 年 5 月 11 日 

8) (*198) 特願 2015-534222、含フッ素化合物、パターン形成用基板、光分解性カップリング剤、パターン形成

方法、化合物、（学校法人神奈川大学）山口和夫、（（株）ニコン）川上雄介、2014 年 8 月 26 日 

9) (*199) 特願 2014-534383、含フッ素化合物、パターン形成用基板、光分解性カップリング剤、パターン形成

方法、化合物、（学校法人神奈川大学）山口和夫、2013 年 9 月 4 日 

10) (*200) 特願 2014-172935、含フッ素化合物、パタ－ン形成用基板、光分解性カップリング剤、パタ－ン形成

方法、化合物、有機薄膜トランジスタ化合物、（学校法人神奈川大学）山口和夫、伊藤倫子、2014 年 8 月 27

日 

11) (*201) 特願 2013-181594、かご型シルセスキオキサン誘導体、（学校法人神奈川大学）山口和夫、加部義

夫、力石紀子、2013 年 9 月 2 日 

横澤 勉 

1) 特願 2017-095666 片末端修飾ポリチオフェンの製造方法 

2) 特願 2017-087464 保護基が導入されたポリアミド樹脂の製造方法 

3) 特願 2017-087457 保護基が導入されたポリアミド樹脂 

4) （*111）特願 2016-012297 シリカゾルの芳香族ポリアミド表面修飾剤 

亀山 敦 

1) （*163）特願 2015-094701、 硬化性組成物、並びにそれを用いた硬化物の製造方法及びその再溶解方法 

 

展示会出展 

1) 大気下における近紫外光を用いた表面制御によるパターニング技術の開発、山口和夫、プリンタブルエレ

クトロニクス 2018（2018 年 2 月、東京ビッグサイト） 

2) 光応答性ホスホン酸単分子膜を用いた表面制御技術の開発（＋ショートプレゼンテーション）、山口和夫、

イノベーションジャパン 2017（2017 年 8 月、東京ビッグサイト） 

3) 細胞移動・薬剤評価系―光で行うことができる細胞微小空間の動的制御―（＋ショートプレゼンテーショ
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ン）、中西淳、山口和夫、BioTech2017（2017 年 6 月、東京ビッグサイト） 

4) 光応答性単分子膜を用いた選択的表面制御技術の開発、山口和夫、プリンタブルエレクトロニクス 2017 

5) 光応答性細胞移動アッセイ系（＋ショートプレゼンテーション）、中西淳、山口和夫、BioTech2016（2016 年 6

月、東京ビッグサイト） 

6) 細胞運動アッセイ・薬剤評価用基板（＋ショートプレゼンテーション），中西淳，山口和夫，Nano tech 2016 

（2016 年 1 月 27-29 日，東京ビッグサイト） 

7) 光応答性単分子膜を用いた導電性インクの選択的塗布と表面反応性の制御技術の開発、山口和夫、

Printable Electronics 2016 （2016 年 1 月 27-29 日，東京ビッグサイト） 

8) (*202) 細胞接着性を光制御できるガラスボトムディッシュの開発、山口和夫、中西淳、イノベーションジャパ

ン 2015(2015 年 8 月 27、28 日、東京ビッグサイト) 

9) 光応答性細胞移動アッセイ系、山口和夫、中西淳、BIO Tech 2015(2015 年 5 月 14、15 日、東京ビッグサイ

ト) 

10) 表面修飾剤を用いた近紫外光によるパターニング技術、山口和夫、Printable Electronics 2015（2015 年 2

月 4～6 日、東京ビッグサイト） 

11) 細胞微小空間の動的制御を実現する光応答性材料、山口和夫、中西淳、第 4 回かわしんビジネスフェア

（2014 年 10 月 8 日、川崎市とどろきアリーナ） 

12) 光応答性高分子材料創製のための二官能性カップリング剤の開発、山口和夫、イノベーションジャパン

2014(2014 年 9 月 11、12 日、東京ビッグサイト) 

13) 細胞微小空間の動的制御を実現する光応答性材料、山口和夫、中西淳、BIO Tech 2014（2014 年 5 月 14

日～16 日、東京ビッグサイト） 

14) 光応答性高分子材料創製のための 2-ニトロベンジル基で連結されたカップリング剤の開発、山口和夫、イ

ノベーションジャパン 2013(2013 年 8 月 29、30 日、東京ビッグサイト) 

15) 近紫外光に応答する機能性バイオ材料、山口和夫、中西淳、BIO Tech 2013（2013 年 5 月 8 日～10 日、東

京ビッグサイト） 

 

企業と連携実績 

①DIC ライフテック：スピルリナテンプレートの形状制御 

②タツタ電線：マイクロコイルの特性評価 

③奥野製薬工業：微生物テンプレートへの金属被膜プロセスの開発 

 
アウトリーチ活動 
バイオテンプレート研究会、小中高生向け科学教室、各種展示会への出展、高等学校理科クラブとの連携研究 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

高機能性材料が総花的に扱われている印象を受ける。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

キラル金属酸化物のナノ構造体の合成法が確立できたので、これまでほとんど作られていな

いキラルな無機物を用いた機能性材料、例えばキラル発光材料、不斉認識材料、不斉合成

触媒などを中心とした高機能性材料の開発を行い、本研究プロジェクトの特徴を出している。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
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１７
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

学内7人
学外2人、外国2人

　

1,748
4,450研究

補助主体

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

384

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

4,450
1,748

384

マニュアルプローバー10,476

6,198

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学内7人、学外2人、外国2人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

計

時給　900円，年間時間数　414時間（1名）

18

計

計

研究補助

18

10,494

図書

126
派遣料、講演料他

研究補助

1,470

学会参加旅費、招聘旅費

2,569

502
126

22,948

修理費、学会参加費他 1,947

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

消耗品、用品費他
光熱水費

17,804消　耗　品　費

13,650 9,100
ゲル濾過・多角光散乱分子量測定装置 27年度 島津製作所製Prominence 1 3456 11,880 7,517

25年度

4,526
17280 5,817 3,430

ThermoPlusEVO2 1 360熱機械測定装置 25年度

FVS-6000 1 840振動円二色性分光器

65,248 21,599
14,256 7,128

示差走査熱量計（DSC） 25年度 X-DCS7000 1
6,999

1632
576

27600

1
1
1
1

26年度 AXIMA Confidence

13年度 JNM-EC600

580㎡

レーザーマトリックス飛行時間型質量分析装置

高性能グローブボックス 26年度 MDB-1KH-YYO

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

25年度X線光電子分析装置（ＸＰＳ）

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

4800 24,971
（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

PHI500

事業経費

1,947

補助金額

49,943

事業経費施　設　の　名　称

176,400 83,976

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（その他）
報酬・委託料

小  科  目
主　な　使　途

0

印刷費
0

研究支援推進経費

2,569

計

通信運搬費

897.18㎡

17,804

光　熱　水　費

502

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

25

600MHz高分解能FT-NMR装置

（研究設備）

整備年度

ハイテクリサーチセンター棟

平成12
平成１４

年　　　度

24室
9室

7名
20名

-
165663

金　　額

-
76642

-
私学助成

２３号館　

ＩＶ特性評価バンドルシステム 1,965
その他 7,041



（様式2）

141002法人番号

  平成 年度

  平成 年度

（兼務職員）

計

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

計 413

ポスト・ドクター 25,048 研究 25,048 学外2人、外国4人

教育研究経費支出

図　　　　書

リサーチ・アシスタント 3,795 研究補助 3,795

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

学内8人

教育研究用機器備品 352 Ｏｎｅ　Ｓ－２０００　ｓｔａｎｄａｒｄ　ｉｓｏｌａｔｏｒ 352

計 352

支　出　額
積　　算　　内　　訳

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

修理費、学会参加費他 4,602

計

20,841

人件費支出 413 研究補助 413 時給910円，年間時間数454時間（６名）

（その他） 4,602

20,945

旅費交通費 2,248 学会参加旅費、招聘旅費 2,248

報酬・委託料 334 講演料、審査料他 334

通信運搬費 34 送料 34

印刷製本費 839 印刷費 839

消　耗　品　費 12,888 消耗品、用品費他 12,888

光　熱　水　費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27

小  科  目

通信運搬費 21 運送費 21

消　耗　品　費 15,677 消耗品、用品費他 15,677

旅費交通費 844 学会参加旅費 844

光　熱　水　費 0 0

（その他） 2,975 修理費、学会参加費他 2,975

印刷製本費 704 印刷費 704

人件費支出 313 研究補助 313 時給890円，年間時間数41時間（3名）、900円、303時間（1名）

報酬・委託料 620 派遣料、講演料他 620

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 3,738

教育研究用機器備品 3,669 小型真空蒸着装置用電源部 502

リサーチ・アシスタント 4,109 研究補助 4,109 学内9人　

図　　　　書 69 図書 69

19,938 学外2人、外国4人

研究支援推進経費

26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 313

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 24,047 学内9人、学外2人、外国4人

ポスト・ドクター 19,938 研究

研究支援推進経費 　
計 28,843 学内8人、学外2人、外国4人

その他 2,676

小型真空蒸着装置用真空計 491



（様式2）

141002法人番号

  平成 年度

  平成 年度

学外2人、外国4人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 4,542 研究補助 4,542

計 33,645 学内9人、学外2人、外国4人

計 626

研究支援推進経費 　
ポスト・ドクター 29,103 研究

学内9人

図　　　　書

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 626 日本分光製FP-8300用空冷ペルチェセルホルダ 626

教育研究経費支出
計 653

人件費支出 653 研究補助 653 時給1,700円、年間時間数342時間（1名）
（兼務職員）

計 5,002

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 146 派遣料、講演料他 146

（その他） 1,247 修理費、学会参加費他

印刷製本費 388 印刷費 388

旅費交通費 593 学会参加旅費、招聘旅費 593

光　熱　水　費 0 光熱水費 0

通信運搬費 13 送料 13

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,615 消耗品、用品費他 2,615

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 29,802 学内7人、学外１人、外国5人

年　　　度 29

ポスト・ドクター 26,110 研究 26,110 学外1人、外国5人

研究支援推進経費 　

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,692 研究補助 3,692 学内7人

図　　　　書
計 492

AabMax-TOP LaserPower＆EnergyMeter 233

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 492 １回反射ATR　PRO450　ﾍﾞｰｽｷｯﾄ 259

教育研究経費支出
計 1,560

人件費支出 1,560 研究補助 1,560 時給1,700円、年間時間数325時間（1名）、時給1,100円、617時間（1名）

（兼務職員）

計 16,430

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 139 派遣料、講演料他 139

（その他） 1,956 修理費、学会参加費他 1,956

印刷製本費 388 印刷費 388

旅費交通費 557 学会参加旅費、招聘旅費 557

光　熱　水　費 0 光熱水費 0

通信運搬費 29 送料 29

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,361 消耗品、用品費他 13,361

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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